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平成 年度総括報告

公益社団法人 茨城県理学療法士会

第 代会長 斉藤秀之

（筑波記念病院）

日頃より、皆様には公益社団法人茨城県理学療法士会の活動に尽きまして格別のご理解とご支

援を賜り、厚く御礼申し上げます。

従前からの事業は概ね円滑に実施できたと考えている。そこで、会長就任時に提示した「会長

マスタープラン２０１１」の自己評価を理事会で審議した。「事務局事業」「社会・職能局事業」「広

報局事業」および「特定事業局事業」は評価できる到達レベルであった。特筆すべきは、社会・

職能局事業として進めている地区（圏域）ブロックの組織化活動と、介護予防キャラバンの拡充

と介護予防フェスティバル 北茨城の大成功である。また、茨城県保健衛生会館内（水戸市）に

専用の本会事務所を移転し、本会職員として専従事務所職員の雇用をついに実現できたことも大

きな成果である。専用事務所の利点を最大限活用した士会活動に移行するまでには、混乱は避け

られないが、会員諸氏のご理解をお願いしたい。一方、新人会員が２００人、会員数１５００人

となった学術団体として「学術・教育局事業」の達成度は十分とは言い難かった。したがって、

今期の重点項目は「学術・教育事業」であり、その「学術・教育事業」の充実のためには、「事務

局機能の強化」、すなわち事務所職員への業務（権限）移譲とともに、局・部と地区ブロックとの

連携と分化による士会事業の執行が必要と考える。このことは、その他の事業を含め「公益社団

法人」として確固たる団体となるためには必要要件と考える。

役員・職員はじめ士会員全員が「県民の健康に寄与する」大人の職能団体として活動すること

を理念として、団体としての統治機構を適正に実施する公益社団法人への移行認可申請に向けて

昨年度は執行部が一丸となって運営を行った。９月に移行申請し、３月に移行認定を受け、４月

１日で登記を完了した。この間、２役会・拡大２役会・理事会という構成で運営したが、これま

での長年にわたる一体的な理事会の運営との相違について、執行部内で理解が十分であったとは

言い難く、また、担当者の交代に伴う業務引き継ぎも十分とは言い難く、課題を残した運営とな

った。今年度については、この反省を踏まえた上で、執行部が一丸となれる組織運営を行なって

いく。

平成２４年度茨城県地域支え合い体制づくり事業費補助金の交付を受けることができた。この

事業の１つとして、協会が推奨している「地域自立支援センター」を北茨城市立総合病院内に本

会立の「北茨城地域自立支援センター」として開設し、会員の午後常駐化を開始した。今後は、
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地域包括ケアシステムにおける地域ケア会議への参画と訪問リハビリテーション活動の実施を目

標に、今まで以上に北茨城市・地区医師会と連携を密にしながら、作業療法士会・言語聴覚士会

と歩調を合わせて、活動してくことが必要となる。他方、本会立の「訪問リハビリテーションサ

ポートセンター」も開設した。専用携帯電話回線を開設し、利用者・家族等の県民や事業所・専

門家からの相談を受けられる体制を構築した。今後は、ネットワーク化する中核施設群と県内ブ

ランチ施設との連携や活動内容など課題は山積しているが、執行部一丸となって推進していきた

い。

数年かけて行なってきた、茨城県への本会の職能団体としての認知度の向上は、事務所移転・

事務職員雇用や県補助事業受託などを通じて推進したと思われる。この評価を確固たるものにす

るためには、執行部はもとより会員の意識改革が必要であることを痛感した１年であった。

平成２４年度茨城県理学療法士会表彰

【 茨城県理学療法士会 功績賞 】

水上 昌文 氏 茨城県立医療大学

伊藤 ひとみ 氏 自宅

小林 和彦 氏 筑波技術大学

竹本 一仁 氏 龍ヶ崎済生会病院

佐藤 正一 氏 水戸メディカルカレッジ

相田 衣子 氏 茨城県立こども福祉医療センター

山本 泰三 氏 とりで総合医療センター

石井 篤 氏 宮本病院

【 茨城県理学療法士会 功労賞 】

沼尻 一哉 氏 茨城西南医療センター病院

【 第 回 茨城県理学療法士学会 学会賞 】

西潟 亘 氏 介護老人保健施設サン・テレーズ

受賞者代表挨拶：小林和彦 氏
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平成２ 年度活動報告

５、６日

第 回春季関東地区高校野球茨城大会

メディカルサポート
準決勝 月 日（土）水戸市民球場 古田英二郎氏、松本正孝氏

決 勝 月 日（日）水戸市民球場 田中直樹氏、金子哲氏

地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

春の大会は最後の夏の大会の前哨戦でもあり、また夏までの期間も短いため、よりメデ

ィカルサポートは重要になります。今回目立った障害のある選手はいませんでしたが、今

後もよりよいサポートができるよう研鑽するとともに、選手の日常に還元できるような体

制作りにも取り組んでいきたいと思います。

日

第３ 回定期総会
会報編集部 鈴木理絵（茨城西南医療センター病院）

年 月 日につくば国際大学で社団法人茨城県理学療法士会第 回定期総会

が開催されました。社団法人茨城県理学療法士会正会員数 名、定足数 に対し、

総会出席者数 名、委任状 名の計 名で審議を行いました。

審議事項は、①平成 年度事業報告、②平成 年度収支決算、③平成 年度監査報

告、④公益社団法人茨城県理学療法士会定款改正第 次修正／付帯決議、⑤役員報酬規程

の 項目であり、すべて承認されました。

今回の定期総会では公益社団法人に関する説明や、本会の今後の展望などについての説

明・意見交換が行え、興味深く聞くことができました。
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第 ～３回研修会
場所：つくば国際大学

第 回テーマ：『フットケア』

講師：瀧原純先生（土浦協同病院）

受講者数： 名

長谷川大悟（特別養護老人ホーム サンフラワーひたちなか）

平成 年度第 回の研修テーマは『フッ

トケア』についての講演でした。

内容は、①フットケアについて、②糖尿病

性足病変について、③フットケア外来の現状

と課題、④地域における活動でした。

本講義で、フットケアを理学療法士は糖尿

病足病変予防という点で貢献が可能であると

同時に他職種との連携も必要である事を改め

て学ぶ事が出来ました。また、地域における

活動に関して、地域住民が足に意識を向け、足病変予防に役立てられる活動を行っている

実際の様子を知ることが出来、大変貴重な研修となりました。

第 回テーマ：『肩関節運動機能障害の機能評価～治療のてがかりを見出すために～』

講師：田村耕一郎先生（広瀬医院）

受講者数： 名

相樂未由樹（いちはら病院）

月 日、つくば国際大学で開催されま

した平成 年度第 回研修会に参加しまし

た。今回は田村耕一郎先生を講師にお迎えし、

「肩関節運動機能障害の機能評価～治療のて

がかりを見出すために～」というテーマで私

たち新入職員のためになるよう主に基本的な

内容からご講演いただきました。

私を含め今年から理学療法士となった者に

とって、肩関節疾患はあまり経験したことの

ない病態であり、とても興味深く感じました。

肩関節疾患の主な症状である、疼痛・可動域制限・不安定性についてその症状から原因と

して何が予測されるか、その予測を確認するためにはどんなところに目を向ければ良いの

か、そして治療に結びつけるためのポイントをわかりやすく、丁寧に、肩関節の解剖を含
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私は回復期病棟に勤務しております。心臓

手術後のリハビリテーションを必要とする患

者様は少ないですが、脳卒中患者、高齢者の

患者様と心疾患を合併する方は多数いらっし

ゃいます。

今回の講義では心臓外科手術の適応疾患と

その病態について主に勉強させて頂きました。

臨床において私は脳卒中患者様を主に担当

させて頂いておりますが、心疾患・循環器疾

患に起因している事を考えると心疾患の病態を把握し、知識を整理する事により、心疾患

に対するリスク、またその事から起因する再梗塞、再出血のリスクの予測、管理の重要性
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染性心内膜炎を発症する可能性があり、心臓弁の破壊に発展する事など、実際に病棟生活

を送る患者様の に介入する上で有意義ですぐに実践可能な知識を頂きました。

今後心疾患を合併する、また高齢者でバイタルサインの不安定な患者様に介入する際、

今回勉強した知識を更に深め、患者様に還元していきたいと考えております。

新人オリエンテーション
江幡さつき（いちはら病院）

月 日、つくば国際大学にて「平成 年度 新人オリエンテーション」が行われま

した。今春理学療法士となった私は少し緊張する中参加しました。

茨城県理学療法士会の会長である斉藤先生から、茨城県理学療法士協会の側面や理学療

法士である自分たちの身分や処遇を守るため政治的活動の必要性についてお話がありまし
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た。また、大曽根先生から茨城県理学療法士会の活動について、会員向け以外にも市民公

開講座や介護予防キャラバン、まちの保健室などの活動について紹介頂きました。

学生時代は政治的活動と理学療法士の仕事の結びつきを考える機会があまりありません

でしたが、働く上で必要な知識であるということ、その活動の一端を私たちが担うことの

重要性を実感いたしました。また、地域の中で理学療法士が果たせる務めや役割など、私

たちが知るべきことは学問だけでなく多岐に渡ることを学びました。

私たち新人職員は、目の前の仕事で手一杯であるのが現状ですが、協会、士会、連盟の

活動を知ることで私たちが今後どの様に考え、動くべきなのか認識することが出来たと思

います。様々なことにアンテナを張り、幅広い活躍が出来る理学療法士を目指しがんばり

たいと思います。

２５日

平成 年度高等学校進路指導担当者会議 茨城

県看護協会主催
広報局長 髙橋晃弘（アール医療福祉専門学校）

平成 年 月 日に茨城県看護協会にて平成 年度高等学校進路指導担当者会議

に本会を代表して参加してまいりました。今年度から初めて看護協会から理学・作業・言

語聴覚士会にそれぞれ参加のお誘いを頂き、開催の運びとなりました。

県内高校の進路指導担当の先生方が 校 名出席され、会場も熱気で溢れていました。

内容として、はじめに県内の看護の状況等について、茨城県保健福祉部医療対策課の川那

子係長から説明がありました。その後、看護協会の小角常任理事から看護の仕事について

の話がありました。リハビリ資格の話として本会から私、作業療法士会から藤田事務局長、

言語聴覚士会から草野会長がそれぞれの職種の説明、仕事内容等を説明いたしました。

会議を通して、保健医療福祉における看護の存在の大きさを改めて痛感しました。会議

後、小角常任理事とお話をさせて頂き、「 士会とコラボできて非常に良かった」とお言葉

を頂戴し、喜ばれておりました。

次年度以降も看護協会とタッグを組んで進路指導に関わっていきたいと考えています。
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会議を通して、保健医療福祉における看護の存在の大きさを改めて痛感しました。会議
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を頂戴し、喜ばれておりました。

次年度以降も看護協会とタッグを組んで進路指導に関わっていきたいと考えています。

７日

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

進路指導説明会
広報局長 髙橋晃弘（アール医療福祉専門学校）

茨城県立健康プラザにて、広報局理学療法啓発部のイベント、理学療法士・作業療法士・

言語聴覚士進路指導説明会を実施しました。昨年までは理学療法（リハビリテーション）

進路指導説明会として実施してきましたが、今年度から 士会の共同事業として初めての

進路指導説明会を開催致しました。内容は、石塚理学療法啓発部長の挨拶に始まり、私か

ら理学療法の説明や理学療法士に関する状況をお話させて頂きました。その後は 士会、

士会の代表による職種や業務・現状についての説明、県内の養成校（５校）による学校

の特色などについての説明を行いました。進路指導の先生方は熱心にメモを取っていらっ

しゃって、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士への関心の高さを感じられました。

１７日

第 ～ 回研修会
場所：茨城県立医療大学

第 回テーマ：『理学療法と倫理』

講師：沼尻一哉先生（茨城西南医療センター病院）

受講者数： 名

永田知記（筑波メディカルセンター病院）

「理学療法と倫理」の研修会に参加し、職

業倫理としての医療倫理や理学療法倫理に

ついて、医療提供者としての医療倫理及び患
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者の権利について学ぶことができた。自分は今まで倫理というものを学ぶ機会がなく、ま

ず倫理とは何なのかというところから始まった。広辞苑によれば倫理とは人倫のみち、実

際道徳の規範となる原理、道徳、倫理学の略と記載されている。つまり、「ひと」として生

きていく上で関わるすべての『他（自己以外のすべての者・もの）』との関係において、守

られるべき道筋、規範ということである。また職業倫理はプロフェッショナルに求められ

る基本姿勢であり、専門職である自分も理解しておく必要があると感じた。医療に関する

宣言や患者権利に関する宣言は昔から様々なものが出ており、それぞれを理解しておくこ

とにより、今後、自分がどういった専門職になるべきであるのか、どういう姿勢で患者と

向き合えばよいのかのヒントになるのではないかと感じた。

理学療法士における職業倫理ガイドラインでは守秘義務や個人情報保護、応召義務、イ

ンフォームド・コンセントなど普段の臨床業務で一般的に行われていることである。だか

らこそ、医療を提供する者として職業倫理を理解し、患者の権利を尊重しつつ、熱意や思

いやりを持って、患者に接する必要があると感じた。今回の研修会で学んだことを参考に

これから精進していきたい。

第 回テーマ：『理学療法における関連法規（労働法含む）』

講師：大曽根賢一先生（筑波メディカルセンター病院）

受講者数： 名

飯田明生（筑波メディカルセンター病院）

今回、理学療法における関連法規という

講義を受講させていただきました。その中

でも特に印象に残ったことや今後生かせる

ことなどを以下に述べたいと思います。

まず理学療法士の業務についてです。法

律では診療の補助として位置づけられてい

ます。診療の補助とは医師の指示ないしは

管理下で行うことであり、それは医師でな

い補助行為者の能力や経験、社会的期待に

見合った行為でなければならないとなって

います。他の言い方では、医療行為の中でも医師以外ができないものを絶対医療行為とい

い、医師の指示を受けて行う仕事が相対的医行為といいます。つまり理学療法士の業務と

は、この相対的医行為に該当します。医師の指示についても、患者の病勢に変化があると

きはそのつど医師の指示を受ける必要があります。これらのことは勤務するに当たって大

切なことであり、普段から高い意識を持ち、医師との連携も密にしていきたいと思いまし

た。

次に医療事故と責任についてです。事故を無くすことは人間である限り不可能です。よ
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って危険予知能力を鍛えることや確認を怠らないことが必要であると考えました。また場

合によっては、患者さんやその家族との人間関係を構築することで、事故発生後の対応も

変化すると思いました。万が一訴訟問題に発展してしまったときにも、医師の指示や看護

師からの情報など、具体的にカルテに記載すること（普段から業務を丁寧にこなすこと）

が自分の身を守ることにつながるのではないかと考えました。また でも話題になり

ましたが、情報社会であるため守秘義務についても再度確認する必要があると思いました。

他にも介護保険法や医療法、労働関連法など、自分たちを取り巻く法律をしっかりと理

解して行動することが大切だと感じました。そうすることで、社会における理学療法士の

位置づけや信頼などに良い影響を与えると思いました。

第 回テーマ：『人間関係及び接遇（労働衛生含む）』

講師：浅野信一先生（つくばセントラル病院）

受講者数： 名

梶間健史（いちはら病院）

つくばセントラル病院の浅野信一先生に

より「人間関係及び接遇（労働衛生含む）」

というテーマで講演をして頂きました。これ

まで、私たちは学校や臨床実習などでも接遇

を学んできましたが、今後は医療従事者・ビ

ジネスマンとしての接遇を身につけ、職場の

スタッフ、患者様・利用者様、そのご家族な
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医療衛生に関して、理学療法士はストレスを抱えやすく、その背景に人間関係が濃い職業

であることや、対人援助職の心理的傾向・構造的問題や勤務状況、病院はハラスメントが

起きやすいということを学びました。これらが医療の質に影響を及ぼさないためにも、今

回教えていただいた知識やストレスへの対処法をしっかりと身につける必要があると思い

ました。人間関係、接遇、労働衛生と今後理学療法士として働く上で常に必要となる心得・

知識を学ぶことができた研修となりました。

第 回テーマ：『リスクマネジメント（安全管理と感染予防含む）』

講師：金子哲先生（水戸赤十字病院）
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受講者数： 名

宮内勝士（鹿島病院）

私は今年国家試験に合格した一年目の理

学療法士です。リスクというと患者様に介入

する際にバイタルを測る、転倒に注意すると

いった基本的なものぐらいしか考えていま

せんでした。

今回の講義ではそういった「リスク」その

ものよりも「リスクマネジメント」といった

事を考える必要性を学ばせて頂く良い機会

でした。

臨床において私はできる限り様々なリスクを考え、それらが起きないよう注意しながら

介入をしてきましたが、今回の講義であった 危険予知トレーニング や

：根本原因分析手法 、指差し呼称などはあまり考えた事がなく、 に

関しては名称やどんなことをするかなど全く知りませんでした。

しかし、指差し呼称などは失敗を約 にするというエビデンスがあるということを知り、

頭の中でリスクを考えるだけよりも実際に起きそうなリスクをあらかじめ声に出して確認

する事も必要なのではと感じました。

今後患者様を治療していく際、今回勉強させていただいたように、治療チームで を

行い、その患者様にどんなリスクがあるか、どう対応していくか等を共通の認識にするこ

とでより良い治療が行えるよう努めていきたいと考えております。

第 回テーマ：『協会組織と生涯学習システム』

講師：斉藤秀之先生（筑波記念病院）

受講者数： 名

杉森夏美（いちはら病院）

第 回の研修テーマは『協会組織と生涯

学習システム』であり、専門職の一員とし

て生涯学習を継続して行うこと、また新人

理学療法士として新人教育プログラムを受

講する重要性について再認識できるものと

なりました。

現在、日本の理学療法士会の会員数は

年の 人から 年経ち 万

人に増加しました。そのような中で理学療法士のあるべき基本姿勢や資質が問われている

のが現状です。講義の中で、茨城県の会員において新人教育プログラムを終了しているの
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く残りました。その始めのステップとして新人教育プログラムを受講し、社会や病院に貢

献できるのではないでしょうか。

新人教育プログラムの内容として、理学療法の基礎・臨床の知識以外にも職業倫理、人

間関係、医療法等の理解を深める講義も含まれています。そういった講義の中で自分自身
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第 回テーマ：『地域高齢者への介入とエビデンス』

講師：浅川康吉先生（群馬大学）

受講者数： 名

長谷川大悟（サンフラワーひたちなか）

今日では理学療法 士 の職域や可能性

は拡大の一途をたどりに予防こそが最大

の治療であるという言葉があるように、身

体に障害のない方にまでアプローチをし

ています。

例えば、地域住民に対する予防的介入な

どに携わり、介助が必要な状態に陥らせな

いために療法士が各地で活躍し、それらを

必要としている人も多く存在するのが実

情です。

理学療法士及び作業療法士法では身体に障害のある者に対し・・・ 以下、省略 とありま

すが、法律からすれば、矛盾する点もあります。しかし、高齢期のあらゆる場面で、色々

な立場の理学療法士との接点が生まれています。

本講義では、地域基盤型アプローチにより地域で暮らす高齢者が、理学療法士に「会い

たいときに会える」地域づくりが必要という話がありました。

私自身も若輩ながら今後到来する超高齢化社会に対応出来る、枠にとらわれない理学療法

士を目指していきたいと思います。

第 回テーマ：『脳卒中ガイドライン』

講師：中馬孝容先生（滋賀県立成人病センター）
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受講者数： 名

鈴木理絵（茨城西南医療センター病院）

第 回の研修テーマは『脳卒中ガイド

ライン』ということで、エビデンスが求め

られる背景、脳卒中リハビリテーションの

進め方、評価・リハビリテーション・予後

予測のエビデンス、 を根付かせるため

の今後の課題などについて講演して頂きま

した。

講演のなかでは、エビデンスがあると推

奨されていることを知識として持っている

ことが大切で、エビデンスばかりにとらわれてはいけないとのお話しがありました。目の

前の患者様にどの様なリハビリテーションを提供したらよいかを、その知識と今までの経

験をもとに、自分の治療がどの様な意味を持って行っているかを説明できることが重要で

あるとお話しされていました。日々の介入では、どの様な問題点に対してどの様な治療方

針を立て、どの位の期間の介入でどこまで機能向上が見込めるかを見極めていかなくては

なりません。リハビリテーションでは介入方法が多種多様であるため、統一した評価をも

とに、有効な方法や予後予測をエビデンスに基づいて選択していくことで、客観的に評価

され、一般的に広く強く成果を伝えていけるのだと実感しました。

また、講演後半ではボツリヌス療法についての話題があがり、効果を持続させるために

は、その後のリハビリテーションが重要とされていると聞きました。ここでもやはり、治

療が必要なケースを見極めるための評価や、どのくらいの改善が見込まれるかという予測、

リハビリテーションの有効性を客観的に評価されることで、普及していくと話されていま

した。

ガイドラインの確認から、近年普及されてきた治療に対する話題まで講演して頂き、大

変興味深く聞くことができました。自分の評価・治療を見直し、患者様の機能向上の可能

性を広げられるよう努めていきたいと改めて感じました。

新人歓迎会
会場：茨城県立医療大学

参加者：新人会員４７名、一般会員１６名、合計６３名

國井亮（介護老人保健施設ゆうゆう）

平成 年 月 ７日 日 に茨城県立医療大学の学内食堂にて新人歓迎会を開催いたしま

した。今年の参加者は 名を越え、ゲームや自己紹介などで他施設の方との交流も広がり

盛大に盛り上がりました。
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した。今年の参加者は 名を越え、ゲームや自己紹介などで他施設の方との交流も広がり

盛大に盛り上がりました。

今年のゲームは、「第 回 梅雨場所三種相撲」と題し、グループに分かれて押し相撲、

指相撲、腕相撲をチーム対抗で行いました。異性同士の戦いでは女性が男性に勝つなどの

として頼もしい一面もありました。

自己紹介では、施設ごとにアピールをしていただき施設間の連携も深まりました。

理学療法士として働くうえで、『コミュニケーション』や『連携』はとても大事になって

きます。こういった場でなかなか触れ合うことの出来ない会員同士がコミュニケーション

を行ない、連携を深めることで、ひとりでは出来ない大きな仕事を達成できるようになる

のではないでしょうか。

われわれ厚生部といたしまして、今後もこのような場を提供し、みなさんの地域連携に

役立てて頂ければと思います。みんなで力を合わせて“いばらき”を盛り立てていきまし

ょう！

２３日

高校野球メディカルサポート派遣会員研修
場所：水戸赤十字病院

内容：①メディカルサポート活動を振り返って

②メディカルサポートにおける理学療法士に必要な知識・技術

③ および救急処置

④意見交換会

対象：現在または過去にサポート活動に参加した会員

参加： 名

地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

高校野球選手権大会への会員派遣事業は、 年から開始され、 年目となりました。

年々サポートする試合も増え、選手のみならず観客も含めたメディカルサポートや救急対

応も求められるようになってきており、派遣会員の共通認識とサポートレベルの維持向上

を図る必要性が高まっていました。そこで、今年度よりメディカルサポート派遣会員の合
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同研修会を開催いたしました。今回はこれまでサポートに関わった会員を対象とし、受講

した会員を派遣する形をとりましたが、今後は門扉を開いた研修を検討していきたいと思

います。

全国的にも、野球に限らずスポーツ分野での理学療法士の活動が増えてきております。理

学療法士がスポーツ界にとっても重要な位置づけとなる職種となるよう、今後も取り組ん

でいきたいと思います。

≪メディカルサポート派遣会員研修会に参加して≫

有賀雅泰（広瀬医院）

今回、球場においての怪我等や、今後の怪我の予防に対し必要となる知識を得るため高

校野球メディカルチェックの研修会に参加させて頂きました。中でも、実際のスクリーニ

ングテストは、自分の勉強不足もあり抵抗の掛け方や動かし方を理解していませんでした

が、上牧先生のご指導により非常にわかりやすかったです。また、 及び の研修

では、 の強さ、回数やリズムを人形を使い実技指導して頂けたため、自分の中で曖昧

になっていた部分を分かりやすく理解することが出来ました。今後、この研修会で学ばせ

て頂いたことを参考にし、高校野球選手権大会の現場でも役立てていきたいと思います。

１５日ほか

作文コンクールに関するラジオ広報

茨城放送における番組放送
広報局長 髙橋晃弘（アール医療福祉専門学校）

「理学療法の日」作文コンクールの作品募集および昨年度の入賞作品朗読番組が 茨

城放送（水戸 土浦 ）で６月１５，２２，２９日、８月１７，２４

日（金）１４：０５から 放送されました。

月 日には「理学療法の日」にちなみ、大曽根事務局長が電話出演しました。番組で

は理学療法士の仕事、資格取得方法、理学療法士の活動分野、今後の展望などについてイ

ンタビューを受け、理学療法士の社会的認知度の高まりを感じました。その中でも理学療

法士の資質について話題が上がった事が印象的でした。今回の番組を視聴して、県民の皆
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広報局長 髙橋晃弘（アール医療福祉専門学校）

「理学療法の日」作文コンクールの作品募集および昨年度の入賞作品朗読番組が 茨

城放送（水戸 土浦 ）で６月１５，２２，２９日、８月１７，２４

日（金）１４：０５から 放送されました。

月 日には「理学療法の日」にちなみ、大曽根事務局長が電話出演しました。番組で

は理学療法士の仕事、資格取得方法、理学療法士の活動分野、今後の展望などについてイ

ンタビューを受け、理学療法士の社会的認知度の高まりを感じました。その中でも理学療

法士の資質について話題が上がった事が印象的でした。今回の番組を視聴して、県民の皆

さまのニーズに応えるため、自己研鑽に努めていかなければならないと改めて感じました。

２９日

第１回茨城県臨床実習連絡協議会
場所：アール医療福祉専門学校

議題：臨床実習教育機関評価および施設側評価について

県内教育機関における臨床実習要項の統一化について

出席者：教育機関 校 名、実習施設 施設 名 計 名

内容

①日本リハビリテーション学校協会による評価への各教育施設の意向について

・日本リハビリテーション学校協会の詳細を調べ受けることを検討していく

②実習施設情報調査の必要性について

・士会として実習受入れ施設評価を実施し、状況把握をすることで実習に関する支援策を

検討、実施する手掛かりとする

・調査項目：臨床実習指導者研修会受講者状況、学生を受け入れている教育施設数、スタ

ッフ数と受け入れ学生数の割合、クリニカルクラークシップ導入の有無、疾患特性、指導

法等

③県内教育機関の情報調査について

・県内施設と県外施設の実習受入れ割合等の情報

・臨床実習要項（実習教育目標・評価用紙・課題・提出物等）を提出してもらい、内容に

ついて当会にて協議する

④臨床実習要項の統一化について

統一化の利点：さまざまな様式に対応する指導者の負担軽減、評価尺度の標準化による公

正な評価

・書式（評価尺度、合否判定、自由記載欄）提出物の統一化に向けた検討

・評価用紙のデジタル化の可否

決定事項

・士会としては、日本リハビリテーション学校協会による評価の詳細が明らかになり次第、

準備期間を経て、積極的に評価を受けるよう学校側に要請する。

・各教育機関の書式・提出物・課題等について協議会にて比較・検討する。

付帯事項

・評価表の標準サンプルを協議会で検討していく。

・教育機関が持っている臨床実習指導において生じた問題等の情報を協議会にて検討する。

・教育機関と施設代表者による公開討論会の企画検討をする。

卒前教育部長　浅野信一（つくばセントラル病院）

さまのニーズに応えるため、自己研鑽に努めていかなければならないと改めて感じました。

２９日

第１回茨城県臨床実習連絡協議会
場所：アール医療福祉専門学校

議題：臨床実習教育機関評価および施設側評価について

県内教育機関における臨床実習要項の統一化について

出席者：教育機関 校 名、実習施設 施設 名 計 名

内容

①日本リハビリテーション学校協会による評価への各教育施設の意向について

・日本リハビリテーション学校協会の詳細を調べ受けることを検討していく

②実習施設情報調査の必要性について

・士会として実習受入れ施設評価を実施し、状況把握をすることで実習に関する支援策を

検討、実施する手掛かりとする

・調査項目：臨床実習指導者研修会受講者状況、学生を受け入れている教育施設数、スタ

ッフ数と受け入れ学生数の割合、クリニカルクラークシップ導入の有無、疾患特性、指導

法等

③県内教育機関の情報調査について

・県内施設と県外施設の実習受入れ割合等の情報

・臨床実習要項（実習教育目標・評価用紙・課題・提出物等）を提出してもらい、内容に

ついて当会にて協議する

④臨床実習要項の統一化について

統一化の利点：さまざまな様式に対応する指導者の負担軽減、評価尺度の標準化による公

正な評価

・書式（評価尺度、合否判定、自由記載欄）提出物の統一化に向けた検討

・評価用紙のデジタル化の可否

決定事項

・士会としては、日本リハビリテーション学校協会による評価の詳細が明らかになり次第、

準備期間を経て、積極的に評価を受けるよう学校側に要請する。

・各教育機関の書式・提出物・課題等について協議会にて比較・検討する。

付帯事項

・評価表の標準サンプルを協議会で検討していく。

・教育機関が持っている臨床実習指導において生じた問題等の情報を協議会にて検討する。

・教育機関と施設代表者による公開討論会の企画検討をする。
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１０日

北茨城市での保健活動

茨城県看護協会、北茨城市シルバーリハビリ

体操指導士会との共同保健活動（第 回）
場所：北茨城市市民ふれあいセンター

対象：北茨城市シルバーリハビリ体操教室参加者

内容： ヶ月後の相談事業、カウンセリング・リハビリ相談

目標進行状況確認・体力測定等

参加者： 名

スタッフ：部長・部員 名、県北地区地域リハステーション 名 計 名

地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

昨年度から継続して実施しています北茨城市での共同公益事業の第 回目を開催いたし

ました。第 回の事業実施後の口コミ効果もあり、体操教室自体の参加者も 名と大幅

に増え、大変盛況に実施できました。より地域レベルでの支援と、スタッフの配置も手厚

くするため、今回は県北地域の地域リハステーションであるやすらぎの丘温泉病院・㈱日

立製作所多賀総合病院の会員様にもご協力頂き、地域全体で実施する体制を試みました。

地域で共同して事業を実施できたことは、とても意義のある事でありました。現在すすめ

ている地域ブロック制に関しても、今回の試みは大きな意味を持つものと感じています。

また、今回ご協力いただきました茨城県看護協会・北茨城市シルバーリハビリ指導士会・

北茨城市立総合病院・やすらぎの丘温泉病院・㈱日立製作所多賀総合病院・社会職能局各

部員の先生方には、紙面をお借りして感謝・御礼申し上げます。
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１０日
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茨城県看護協会、北茨城市シルバーリハビリ

体操指導士会との共同保健活動（第 回）
場所：北茨城市市民ふれあいセンター

対象：北茨城市シルバーリハビリ体操教室参加者

内容： ヶ月後の相談事業、カウンセリング・リハビリ相談

目標進行状況確認・体力測定等

参加者： 名

スタッフ：部長・部員 名、県北地区地域リハステーション 名 計 名

地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

昨年度から継続して実施しています北茨城市での共同公益事業の第 回目を開催いたし

ました。第 回の事業実施後の口コミ効果もあり、体操教室自体の参加者も 名と大幅

に増え、大変盛況に実施できました。より地域レベルでの支援と、スタッフの配置も手厚

くするため、今回は県北地域の地域リハステーションであるやすらぎの丘温泉病院・㈱日

立製作所多賀総合病院の会員様にもご協力頂き、地域全体で実施する体制を試みました。

地域で共同して事業を実施できたことは、とても意義のある事でありました。現在すすめ

ている地域ブロック制に関しても、今回の試みは大きな意味を持つものと感じています。

また、今回ご協力いただきました茨城県看護協会・北茨城市シルバーリハビリ指導士会・

北茨城市立総合病院・やすらぎの丘温泉病院・㈱日立製作所多賀総合病院・社会職能局各

部員の先生方には、紙面をお借りして感謝・御礼申し上げます。

２３日～２６日

第 回全国高校野球選手権茨城大会

メディカルサポート
地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

今回の高校野球選手権大会は、先の研修会受講者を派遣とし、サポート活動を実施いた

しました。今夏も暑い日が続き、選手のサポートのみならず観客や応援団の熱中症に対す

る処置も行ったようです。益々のサポート活動の充実化と、高校野球だけでなく様々なス

ポーツ活動の支援に向け、体制整備の重要性を感じており、今後もその体制づくりを進め

ていきたいと思います。派遣会員の皆様、暑い中大変お疲れ様でした。

＜活動実績＞

準々決勝 月 日（月）水戸市民球場・日立市民球場

神宮史明氏・中村功氏・古澤弦氏・松本正孝氏

準決勝 月 日（水）水戸市民球場 田村耕一郎氏・古田英二郎氏

決 勝 月 日（木）水戸市民球場 佐用寛文氏・神宮史明氏

≪高校野球メディカルサポートに参加して≫

神宮史明（筑波記念病院）

今回のメディカルサポートに参加させて頂き、私自身野球が好きで学生時代から野球を

していたこともあり球場に入ると普段とは違った緊張感を感じました。野球というスポー

ツは打つ・守る・走る、の要素がありますが、それぞれのポジションに特性があり、同じ

動作の反復が多いことから各ポジションで慢性的な障害につながることが多い競技です。

サポート活動は医師・トレーナー・理学療法士がチームで関わりますが、理学療法士の活

動の大きな三要素は、①問診表から試合前の選手の状態の確認、②試合中の選手のチェッ

ク、③試合後の問診・評価になります。大会前にはメディカルサポート参加者のリスク管

理のための評価や確認事項の統一を図る目的で研修会も実施されました。今大会では、決

勝後に医師の処置が必要な選手が一名いましたが、その他は大きな怪我もなく無事終了し

ました。日々の臨床ではスポーツ現場に出る事がないため大変貴重な経験になるとともに、

評価の難しさや重要性を学ぶことができました｡今後も選手のパフォーマンスの維持・向上

に向けて関わっていきたいと思います。
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～３１日

理学療法・作業療法・言語聴覚療法見学会
対象：茨城県内の高校生

実施施設：茨城県理学療法士会会員の各施設 ３５施設

参加者：２２３名

理学療法啓発部長 石塚保士

今回、 日間に渡り理学療法・作業療法・言語聴覚療法見学会を開催しました。リハビ

リテーションに関する関心も高く、多くの高校生に参加していただきました。

今後も継続して啓発事業の一つとして企画運営していきたいと思います。

８日

介護予防キャラバン 古河ふれあい広場
《古河ふれあい広場２０１２に参加して》

久保田淳（総和中央病院 デイケアセンター）

今年のふれあい広場は天候に恵まれ過ぎて、 月とは思えない程の日差しが容赦なく照りつけ、

測定機器を日陰にしまわないと熱くて触れなくなってしまう程でした。

昨年までは地域の一事業者として参加してきたこの催しに、今回は県士会員として参加、また、

看護協会との協働参加という、チーム医療という横の繋がりを目指す上でも重要な試金石だった

と思います。我々の世界に「地域医療」「他（多）職種連携」が叫ばれる様になって久しいのです

が、現実的に実際の活動として行われる様になったのはここ数年の事で、それも会員数の大幅な

増加によるところが大きいと思われます。新入会員の増加により「数」は足りてきていますが、

今後「質」の向上を目指す上で、この様な地域活動は重要な意味を持つと思われます。施設の中

にいては聞こえてこない、生の声を聞くことができる機会はなかなかありませんので、会員の方々

は積極的にこの様な催し参加することが自分自身の幅を広げる事にも繋がると思います。今後は

特に新卒から 年目くらいの若い方々の積極的な地域活動への参加をお願いいたします。
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～３１日

理学療法・作業療法・言語聴覚療法見学会
対象：茨城県内の高校生

実施施設：茨城県理学療法士会会員の各施設 ３５施設

参加者：２２３名

理学療法啓発部長 石塚保士

今回、 日間に渡り理学療法・作業療法・言語聴覚療法見学会を開催しました。リハビ

リテーションに関する関心も高く、多くの高校生に参加していただきました。

今後も継続して啓発事業の一つとして企画運営していきたいと思います。

８日

介護予防キャラバン 古河ふれあい広場
《古河ふれあい広場２０１２に参加して》

久保田淳（総和中央病院 デイケアセンター）

今年のふれあい広場は天候に恵まれ過ぎて、 月とは思えない程の日差しが容赦なく照りつけ、

測定機器を日陰にしまわないと熱くて触れなくなってしまう程でした。

昨年までは地域の一事業者として参加してきたこの催しに、今回は県士会員として参加、また、

看護協会との協働参加という、チーム医療という横の繋がりを目指す上でも重要な試金石だった

と思います。我々の世界に「地域医療」「他（多）職種連携」が叫ばれる様になって久しいのです

が、現実的に実際の活動として行われる様になったのはここ数年の事で、それも会員数の大幅な

増加によるところが大きいと思われます。新入会員の増加により「数」は足りてきていますが、

今後「質」の向上を目指す上で、この様な地域活動は重要な意味を持つと思われます。施設の中

にいては聞こえてこない、生の声を聞くことができる機会はなかなかありませんので、会員の方々

は積極的にこの様な催し参加することが自分自身の幅を広げる事にも繋がると思います。今後は

特に新卒から 年目くらいの若い方々の積極的な地域活動への参加をお願いいたします。

１３日

第 回

茨城県看護協会「まちの保健室」との共同事業
場所：茨城県保健衛生会館

内容：リハビリ相談・体力測定

参加者： 名

スタッフ：金子哲氏・髙橋千晶氏・村田康成氏

地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

今年度最初のまちの保健室との協働事業は、この度改装されて当会の事務所も入った保健衛生

会館で実施されました。茨城県看護協会が会館内でまちの保健室を常設することになり、その第

回目の記念すべき日に当会がご一緒させて頂きました。今回は水戸地区の地域リハステーション

施設の会員のご協力の下、運営させて頂きました。今後は保健衛生会館での常設まちの保健室に、

年数回イベント的に参加させて頂く予定です。より地域に根差した活動ができるよう、会員の皆

様の更なるお力添えを頂ければ幸いです。なお、先に予定されていたイオン内原での事業が、イ

オンの改装工事のため中止となりましたことも合わせてご報告させていただきます。

《まちの保健室事業に参加して》

髙橋千晶（水戸済生会総合病院）

今回、当会事務所が新しく移転した茨城県保健衛生会館で、茨城県看護協会による血圧測定・

健康相談と併せて、体力測定・リハビリ相談を行いました。参加者数は 名で、体力測定の結

果に一喜一憂されたり、リハビリ相談も多く時間が延長するほど盛況でした。「病院ではあまり聞

けなくて・・・」といったことが多く、普段の勤務でもより一層地域住民に寄り添っていかなけ

ればならないと感じました。
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１５、１６日

第３１回関東甲信越ブロック理学療法士学会
テーマ「ひとつになろう理学療法～臨床・教育・研究～」

稲葉豊（株式会社日立製作所ひたちなか総合病院）

今回の学会テーマは「ひとつになろう理学療法～臨床・教育・研究～」であり、シンポジウム、

教育講演、一般演題など多くのプログラムから構成されており、数多くの講演を聴講することが

できました。参加させて頂いた印象は、全体的に若い参加者が多く、講演や演題に一生懸命に耳

を傾けている姿や積極的に質問している姿が多く見受けられ、会場は活気にあふれていると感じ

ました。

私自身は「当院回復期病棟における対数モデルを用いた脳卒中片麻痺患者の機能的予後予測法

導入の検討」という演題で、ポスター発表させて頂きました。ポスター発表の方法は、各セッシ

ョンに配置されている座長の誘導に基づいて行われました。私が発表させて頂いたセッションで

は、発表者が全員発表を終えてから聴講者が各発表者へ時間内で質問するという方法がとられま

した。発表後は、約 分間質問を受ける時間を頂くことができ、多くの皆様から質問や建設的

なご意見を頂くことができました。また、同一セッションの発表者と話す時間を設けることがで

き、発表に際して工夫した点や難渋した点など情報交換する機会にも恵まれました。

今回の学会参加は、私にとって臨床・教育・研究の観点から理学療法を見つめ直す良い機会と

なりました。学ばせて頂いたことを明日からの臨床に生かせるよう、今後も自己研鑽していきた

いと思います。今回の学会を企画運営して下さいました皆様に深く感謝申し上げます。

松嶋美正（つくば国際大学）

大宮には一度だけ訪れたことがあったのですが、印象としては駅の東が昭和、西が平成。私は

昭和な人間なので、東口の方がしっくりきました。しかし、学会会場は近代的な西口ということ

でした。

今回は口述発表を行ってきましたが、久しぶりでもあり年甲斐もなく緊張いたしました。最近

ではフレッシュマンの参加者も多く一所懸命さも伝わってきて、とても刺激になります。新人の

皆様には発表への参加の有無に関わらず、学会に参加することで、何か得るものは必ずあると思

います。是非、会場に足を運び、その後はその土地のおいしいものを食べるのも良いと思います。

口述発表にしろ、ポスター発表にしろ方法は違えど「伝える」ということに変わりはないと思い

ます。私は、この「伝える」ということをおろそかにしてきたかもしれません。臨床現場にいた

時、学会発表は、単なる通過点に過ぎず論文として形に残すということに重きを置いてきました。

人の考えは、行動に表れるものです。もともとプレゼンテーション能力が低いうえに発表の準備

不足で聴講して頂いた方々に、どれだけ伝えられたかは疑問です。しかし、現在は、教育現場に

席を置いておりますので、「伝える」ことの比重が自然と大きくなり、その重要性にもようやく気

が付きました。やはり発表というものは緊張するものだと思いますが、チャレンジなくして失敗



Annual Report 2012 Annual Report 2012

20 21

１５、１６日
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教育講演、一般演題など多くのプログラムから構成されており、数多くの講演を聴講することが

できました。参加させて頂いた印象は、全体的に若い参加者が多く、講演や演題に一生懸命に耳

を傾けている姿や積極的に質問している姿が多く見受けられ、会場は活気にあふれていると感じ

ました。

私自身は「当院回復期病棟における対数モデルを用いた脳卒中片麻痺患者の機能的予後予測法

導入の検討」という演題で、ポスター発表させて頂きました。ポスター発表の方法は、各セッシ
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いと思います。今回の学会を企画運営して下さいました皆様に深く感謝申し上げます。
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大宮には一度だけ訪れたことがあったのですが、印象としては駅の東が昭和、西が平成。私は

昭和な人間なので、東口の方がしっくりきました。しかし、学会会場は近代的な西口ということ

でした。

今回は口述発表を行ってきましたが、久しぶりでもあり年甲斐もなく緊張いたしました。最近

ではフレッシュマンの参加者も多く一所懸命さも伝わってきて、とても刺激になります。新人の

皆様には発表への参加の有無に関わらず、学会に参加することで、何か得るものは必ずあると思

います。是非、会場に足を運び、その後はその土地のおいしいものを食べるのも良いと思います。

口述発表にしろ、ポスター発表にしろ方法は違えど「伝える」ということに変わりはないと思い

ます。私は、この「伝える」ということをおろそかにしてきたかもしれません。臨床現場にいた

時、学会発表は、単なる通過点に過ぎず論文として形に残すということに重きを置いてきました。

人の考えは、行動に表れるものです。もともとプレゼンテーション能力が低いうえに発表の準備

不足で聴講して頂いた方々に、どれだけ伝えられたかは疑問です。しかし、現在は、教育現場に

席を置いておりますので、「伝える」ことの比重が自然と大きくなり、その重要性にもようやく気

が付きました。やはり発表というものは緊張するものだと思いますが、チャレンジなくして失敗

なし、失敗なくして、成長なしということで、これからもチャレンジしていきたいと思っており

ます。

山本一樹（ とりで総合医療センター）

月 、 日埼玉にて開催された第

回関東甲信越ブロック理学療法士学会に参加

し、フレッシュマンポスター発表をさせていた

だきました。大腿骨頚部骨折後の「歩行再獲得

への補助具の検討」という内容の発表をしまし

た。発表後は他の指標を用いての評価の検討や、

今回は頸部骨折の一症例であったが、他の症例

でも今回使用した補助具を検討しバランスの評

価などを行うと他の研究もできるのではないか

など、次に繋がるアドバイスや濃い内容の質問

を座長の方を始め多くの皆様に頂き、新たな視点での考えを持つことができました。

また私事ではありますが 、 年前よりツイッターを始め現在も続いていて、学会中はフォロ

ーしている友人、先輩、講師の方々が感じたことや私の参加できなかった他会場でトピックとな

った内容についての情報や文献をつぶやいており、 （ソーシャルネットワーキングサービス）

を通しても学会を楽しむことができました。

今回学会に参加して得たことを日々の臨床に活かしたいと思います。客観的なデータを蓄積し、

研究で行われていることの有用性を検証して少しでも患者様にとって良いものとなればいいと思

います。

吉田峻祐（志村大宮病院 茨城北西総合リハビリテーションセンター）

私は今回、埼玉県の大宮ソニックシティで開催された第 回関東甲信越ブロック理学療法士

学会のフレッシュマン枠において、「脳卒中片麻痺にて重度感覚障害・注意障害を呈した症例に体

重免荷トレッドミル歩行練習と 継手付き短下肢装具を併用した介入の効果」とい

うテーマで症例報告をさせて頂きました。脳卒中ガイドラインなどで推奨されているトレッドミ

ル歩行練習ですが、実際に使用されている施設などは少ない様子であり、練習頻度や使用方法に

関して貴重なご意見、ご質問を頂き、非常に有意義な発表になったと感じています。また、普段

私が行っていることをポスターという形にすることで、考えを相手に伝えることの難しさを感じ

ました。他の方々のポスター発表から、伝達方法やその工夫などに関して多くのことを学ぶこと

ができました。私と同年代の理学療法士の皆様から、「ボツリヌス治療施行後の理学療法」や「バ

ランス検査の評価に対しての病院での取り組み」など、各病院・施設の特徴を活かした研究や症

例報告の発表を聞かせて頂き、私も同年代の方々に負けないように頑張らなければならないと刺

激を受けることが出来ました。
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今回、発表することを承諾して頂いた患者様、協力頂いた病院スタッフ、貴重な経験をさせて

頂いた運営スタッフの皆さまに感謝し、本学会で経験し感じたことを大切にし、今後の理学療法

に活かしていきたいです。

３０日

理学療法士講習会基本編
生涯学習部長 千葉浩市（つくばセントラル病院）

９月３０日に今年で２年目となる理学療法士講習会基本編「慢性閉塞性肺疾患患者への呼吸リ

ハビリテーションの基礎と臨床」がアール医療福祉専門学校において開催されました。

台風１７号が接近するあいにくの天候でしたが、受講生は関東地方のみではなく関西や東北から

の応募もあり当日は５８名の参加でした。

最初の講義は茨城県立医療大学医科学センターの飯塚眞喜人先生より「呼吸リハのための生理」

というテーマでご講演頂きました。飯塚先生からは呼吸の働きや呼吸機能検査の概要といった基

礎的な話をされた後、生理学研究者の立場からの私見を含みながら病態理解や訓練内容・効果の

説明を頂きました。更に慢性閉塞性肺疾患の治療には対症療法として介入するのみでなく、喫煙

をなくすことが必要であると強調されていました。

茨城県立医療大学の冨田和秀先生からは、「ＣＯＰＤ患者の評価－治療－再評価の手順」につい

て臨床で行う実際の流れを具体的に示して頂きました。評価は身体所見の診方からＱＯＬ、栄養、

心理状態の評価表を用いて説明を頂き、理学療法プログラムの進め方の実際を入院からの日程や

実施内容、動作指導に至るまでご講演を頂きました。

前橋赤十字病院堀江健夫先生の講義では、慢性疾患の特徴や医療費の問題、ＣＯＰＤの診断と

治療、これからのチーム医療の必要性について説明されました。医療サービスの断片化を問題と

して挙げ医療提供の最適化を図るために先生が群馬で実践されているＣＯＰＤ連携システムをご

講演頂きました。

アール医療福祉専門学校の高橋晃弘先生には、本講習会のサブテーマともいえる「禁煙」につ

いて喫煙が肺に及ぼす影響や海外の禁煙活動を映像を用いてご講演頂きました。

講習会は台風の上陸の影響で予定時間を３０分短縮して全日程を終えましたが、受講後のアン

ケートからは有意義な講習会だったと好評を頂きました。

アール医療福祉専門学校の髙橋晃弘先生には、
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して挙げ医療提供の最適化を図るために先生が群馬で実践されているＣＯＰＤ連携システムをご
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アール医療福祉専門学校の高橋晃弘先生には、本講習会のサブテーマともいえる「禁煙」につ
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８、９日

第 回秋季関東地区高校野球茨城大会

メディカルサポート
地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

夏の大会の余韻も残る中、早くも秋季大会のサポートを実施いたしました。天候不良の

ため、 日順延がありましたが、大きな事故もなく終了しています。来年度以降、スポーツ

活動に関する体制を整備し、より充実かつ他種目のサポートもできるようにしていきたい

と思います。

＜活動実績＞

準決勝 月 日（月）土浦市営球場 竹内拓也氏・古澤弦氏

決 勝 月 日（火）土浦市営球場 金子哲氏・古田英二郎氏

《メディカルサポートに同行して》

古澤弦（筑波記念病院）

今回でメディカルサポートスタッフとしての活動は 回目になります。 年前に初めて

同行した時は、試合前に事前に配布している問診票の記入がなかったり、敗戦校にはメデ

ィカルチェックを断られたりすることありましたが，最近では問診票の記入も細かくなり、

サポートの必要性を感じていただけるようになってきたと感じています。またサポート側

も、事前に肩・肘関節を中心とした検査方法の確認、一次救命法の勉強会や意見交換を行

ったことにより意思統一され、スタッフ間で連携が取りやすくなりました。

今大会では、試合中のアクシデントで、チームの監督からの依頼でテーピングをするケ

ースがありました。医師とも相談しながら対応しましたが、現場では即座の対応ができる

ようにしておくことの重要性を痛感しました。競技の特性をより理解して競技サポートが

できるようになりたいと思います。

１４日

第 ・ 回研修会
場所：茨城県立医療大学

第 回テーマ：『スポーツ外傷・障害予防の“目に見える化”』

講師：竹村雅裕先生（筑波大学）

受講者数：２６９名
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佐野綾香（いちはら病院）

筑波大学体育系准教授の竹村雅裕先生

により「スポーツ外傷・障害予防の“目に

見える化”」というテーマで講演をして頂

きました。競技スポーツは外傷や傷害を起

こしやすく、それに対し理学療法士は外

傷・障害の予防にどのような関わりを持て

るのかを学びました。私達は予防方法とし

て、ウォーミングアップ・ストレッチ・適

切なトレーニング・心理的サポートなどを

思い浮かべると思います。しかし先生は講

演の冒頭で一体その中でどれが有効なのか、本当にそれで予防できるのかを説いておられ

ました。

スポーツ外傷・障害予防には、医学におけるアプローチ方法と一般的な予防へのアプロ

ーチがあり、それを応用したスポーツ外傷・障害予防の流れがあります。しかしスポーツ

は練習時間やスポーツに関わっている時間に個人差があり、その差は大きな問題となりま

す。また、スポーツ外傷・障害の発生機序には内的因子・外的因子、それに加え原因とな

るプレーがあり、その中で内的因子が理学療法士として大きく関われることを教えていた

だきました。病院の中で患者様と接しているときは、目の前の患者様の内的因子を考慮し、

問題点を抽出すると思います。今回の講義ではさらに一歩進んで、特定の手順をプログラ

ムとして記述したうえで、“マクロの目”を養うことで必要な時に簡単に使用できるように

なるという事を学ぶことができた研修となりました。

今回学んだことをスポーツに関わる多くの方に還元できるよう、理学療法士として活動

していく必要性を感じました。

第１２回テーマ『リンパ浮腫の理学療法』

講師：山本優一先生（北福島医療センター）

受講者数：２７３名

舛井禎久（いちはら病院）

今回、北福島医療センターの山本優一先

生による「リンパ浮腫の理学療法」という

講演を受講させて頂きました。その中でも

特に印象に残った事や、今後の臨床の現場

で活かせる事を以下に述べたいと思います。

リンパ浮腫には 次性、 次性に分類で

き、前者は先天的なリンパ管の発育不全等、
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佐野綾香（いちはら病院）

筑波大学体育系准教授の竹村雅裕先生

により「スポーツ外傷・障害予防の“目に

見える化”」というテーマで講演をして頂

きました。競技スポーツは外傷や傷害を起

こしやすく、それに対し理学療法士は外

傷・障害の予防にどのような関わりを持て

るのかを学びました。私達は予防方法とし
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受講者数：２７３名

舛井禎久（いちはら病院）
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特に印象に残った事や、今後の臨床の現場
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今回、リンパ浮腫の理学療法について臨床の現場や患者様自身で行える予防法など、現

場で活かせる広範囲な知識を高めることができた研修会となりました。

１６日

北茨城市での保健活動

茨城県看護協会、北茨城市シルバーリハビリ

体操指導士会との共同保健事業（第 回）
場所：北茨城市市民ふれあいセンター

対象：北茨城市シルバーリハビリ体操教室参加者

内容：体力測定・カウンセリング・今後の生活や身体に関する助言等

参加者： 名

スタッフ：部長・部員 名、県北地区会員 名 計 名

地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

北茨城市での共同保健事業の第 回目を、下記の通り開催いたしました。今回も北茨城

市立総合病院・㈱日立製作所多賀総合病院・やすらぎ丘温泉病院の会員様と協働して事業

を実施できました。参加者様の反応も良く、また実施してほしいというお言葉をいただい

ております。今回こうして他団体や自治体と連携を深め、会員同士で協力して進められた

ことは、地域活動以外にも沢山の収穫がありました。お世話になりました北茨城市・茨城

県看護協会・シルバーリハビリ体操指導士会・地域会員・社会職能局員・そして士会員の

皆様に、感謝申し上げます。次年度も、よりよい地域活動を、他団体・多職種協働で考案

していきたいと思います。
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《北茨城市事業に参加して》

石井利幸（㈱日立製作所多賀総合病院）

私が普段接しているのは入院の患者様なので、今回のように近隣住民の方々と接する機

会はとても新鮮に感じました。参加された方は、シルバーリハビリ体操に参加されていた

り興味がある方が多く、活動的な印象を受けました。実際に私が関わった方も、前回の測

定結果と比べて維持・改善されている方が多かったように思います。普段は目に見える結

果として表れにくいためか、少しでも結果がよいと皆さん笑顔になっていたのが印象的で

す。今回も新たに参加してくださった方もおり、地域の活動が広がる機会になれたのでは

ないかと思います。同じ地域の異なる分野の方々と一緒に事業を行なえた事はとても良い

経験で、今後の活動に活かしていきたいと思います。

２０日

介護予防キャラバン 常総市「ふくし祭り」
地域医療福祉推進部部員 渡辺聡美（ともべ訪問看護ステーション）

１０月２０日、常総市石下総合福祉センターにて行われました「ふくし祭り」において、

介護予防キャラバンのスタッフとして参加させて頂きました。

今回の事業の内容といたしまして、健康に関する問診・体力測定・測定結果を踏まえて

のリハビリ相談を行い、当日は予測を上回る９２名の方が参加して下さいました。体力測
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介護予防キャラバンのスタッフとして参加させて頂きました。

今回の事業の内容といたしまして、健康に関する問診・体力測定・測定結果を踏まえて

のリハビリ相談を行い、当日は予測を上回る９２名の方が参加して下さいました。体力測

定は筋力・バランス能力・柔軟性をみるものとなっており、結果がレーダーチャートによ

って一目で分かるため参加された方々に好評でした。参加者の中には昨年も来て下さった

方もおり、「来年も元気に体力測定に来るよ」と約束して頂きました。

今回の活動に参加し感じたことは、地域の皆様は健康に対し高い関心があり、相談でき

る場所を求めているということです。私たち理学療法士が、地域の皆様の身近で気軽に相

談できる存在となれればと思いました。

２７、２８日

介護予防キャラバン 結城市

「祭りゆうき２０１２」
公益事業推進部次長 井上克也（鹿島病院）

１０月２７、２８日に行われました「祭り

ゆうき２０１２」での事業開催は、今回が初

めてであり、また古河・筑西ブロック会員と

の初めての協働事業として実施致しました。

今年度より体力測定の方法として握力、片

脚立位、長座位体前屈の 種を測定したデ

ータをもとに点数化し、更にそれをグラフ化

して印刷したものをもとに対象者へフィー

ドバックするという流れでした。

催事自体がかなり大きな規模であったこと、また、特に２７日に関しては晴天に恵まれ

たこともあり、１７７名（内２名相談のみ）と多くの集客を得られました。大音量でのよ

さこいやお祭りの神輿が出たりと賑やかな会場であったため、スタッフ全員が声を枯らし

ながらも立ち寄ってくださった方々のためにと一生懸命対応していました。昼食をとるの

もままならい状態ではありましたが、部員の皆様、古河・筑西ブロック会員の皆様のご協
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力のおかげで大きなトラブルもなく実施することができました。翌２８日は雨模様という

こともあり４７名の参加に留まりましたが、両日ともスタッフ同士が協力し合いながら無

事に事業を終えることができました。

２日間を通して感じたことは、病院に勤務している自分としてはとても活気あふれる「祭

りゆうき２０１２」に参加させて頂いて、地域に元気な高齢の方々がこんなにも多くいら

っしゃることに驚かされました。しかし身体的には健康でも何人かに見られたこととして

朝方 時頃に起きてしまってあまりよく眠れないと訴える方や食生活の相談などの方もい

らっしゃいました。日々の病院でのリハビリでも稀に相談されることでもありますが、特

に今後地域の方々と接し相談を受けるにあたっては身体機能の事以外にも多くの知識や視

野、コミュニケーション能力が必要だとも感じました。

今回の事業に参加させていただき地域の方と接すること、地区会員との連動など今後に

繋がる有意義な時間だったと実感しております。

《地区ブロック事業に参加して》

福島好明（結城病院）

今回、地区ブロック事業の一環である地区会員の交流会、介護予防キャラバンに関わる

機会がありました。交流会は、日常なかなか話すことのない他病院・施設の皆さんと、顔

の見える関係性を築き、地域でのリハビリテーションの連携をスムーズに行うことを目的

にしていますが、今回は理学療法士だけでなく、作業療法士、言語聴覚士にも声をかけ参

加して頂いたことで、他職種と話す機会もあり、とても有意義な時間となりました。私を

含め他病院・施設の皆さんも気軽に業務や悩みなどを相談している場面を多く見かけられ、

今後地域発信でできることを検討してやってみよう等の話も出るなど、とても充実してい

た交流会だったと思います。

介護予防キャラバンでは、今年 月に結城市で行われた「まつりゆうき 」に参

加し、体力測定やリハビリ相談事業を行いました。当日は悪天候の中、 人以上もの市

民の方に参加していただきました。皆さんの健康に対する意識の高さを知るだけでなく、

様々な悩みや相談を受ける機会があったことで、普段の日常業務では感じることのできな

い貴重な経験ができたと思います。今後、この事業で得た経験を活かし、地域や市民の皆

さんに還元できる取り組みをしていければと考えています。

今回の事業をきっかけに同じ地域で働く会員の交流をより一層はかり、理学療法やリハ

ビリテーションの啓発活動をしていきたいと思います。
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１２日～１４日

「介護の日」パネル展示
場所：茨城県庁 階「県民情報センター県政広報コーナー２」

内容：理学療法（士）の啓発、本会の活動紹介、リーフレットの配布

広報局長 髙橋晃弘（アール医療福祉専門学校）

茨城県では介護についての理解と認識を

深め、地域社会における支え合いや交流を促

進することを目的として「介護の日（ 月

日）」にパネル等の展示を行っております。

本会も昨年に引き続き出展してきました。本

会以外では看護協会、作業療法士会、言語聴

覚士会、介護福祉士会など介護に関わる様々

な団体が出展しておりました。

１７日、１８日

第 回

茨城県看護協会「まちの保健室」との共同事業

～第 回水戸市産業祭～
場所：水戸市総合運動公園体育館

内容：まちの保健室・リハビリ相談ブース・救護所

相談件数： 日 名・ 日 名 日間合計 名
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スタッフ：石塚晴美氏・岩崎円氏・金子哲氏・髙橋千晶氏・所圭吾氏

地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

前回実施した保健衛生会館での常設まちの保健室に続き、水戸市で開催された第 回水

戸市産業祭でも、共同事業を行いました。今回は水戸地区リハステーション施設にご協力

をいただき、リハビリ相談ブースのみの設置でしたが、悪天候にも関わらずたくさんの相

談をいただきました。ご協力いただきました茨城県看護協会の皆様および当会水戸地区会

員には、この場をお借りして御礼申し上げます。今後とも地域活動に、会員の皆様の更な

るお力添えをいただければ幸いです。

《水戸産業祭に参加して》

岩崎円（石岡市医師会病院）

日間、通常は体力測定を行っているところを今回はリハビリ相談のみの実施でしたが、

多くの一般の方に来ていただきました。在宅で暮らしている中での体の不調や、今後の身

体的な衰えに対する不安、介護に対する不安など、多種多様な相談がありました。また、

リハビリテーションに関する相談の他に内科的な相談もあり、看護師さんと連携をとるこ

とで円滑に相談を受ける事が出来ました。各協会のスタッフは様々な施設・病院から集ま

っており、その中で協力し合い事業を行えた事は、連携を図るうえで有意義な時間となり

ました。

今後は、鹿行地区の常設まちの保健室にも、リハビリ相談窓口を設置する予定です。地

区会員および他団体と連携を図りながら、私たちが直接関わることなく悩みを抱えている

沢山の一般の方々の相談を受けて、地域に貢献していきたいと思います。会員の皆様には、

是非この事業にご支援・ご協力を宜しくお願い致します。
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ンとなり距離を近付けることができたのかなと思います。

施設の中だけでは聞こえない生の声や、見えてこない様々な視点、その地域医療を担う

責任を感じる事で自分自身がセラピストとして一回り大きくなれそうな感覚がありました。

同じ地域の異なる分野の方々と一緒に事業が行えた事はとてもいい経験で今後に生かし

て行けたらと思います。
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２６日

国体参画に向けた打ち合わせ会
特定事業局長 金子哲（水戸赤十字病院）

国民体育大会（国体）は、都道府県持ち回

りで行われている、わが国最大の国民スポー

ツの祭典です。 年に京都を中心とする

京阪神地区で第 回大会が開催され、本県で

は、 年の「水と緑まごころ国体」から

４５年後の 年に２回目が開催予定と

なっております。既に県では今年の５月２８

日に、国体県準備委員会の設立総会と第１回

総会が開催され少しずつ動き出しております。本会も理学療法士人生で 度のこの機会に

茨城国体での支援に参画すべくプロジェクトチームを立ち上げ、各競技団体の支援ニーズ

ならびに競技力向上に貢献できる人財を育成し支援をしていく予定です。それに先立ちま

して、 月 日に「国体参画に向けた打ち合わせ会」、 月 日に「（仮称）茨城県

アスレティックトレーナー連絡協議会（茨城 協議会）設立準備ミーティング」が行わ

れ、茨城 協議会を発足し、本会を含め茨城県柔道接骨師会、茨城県鍼灸マッサージ師

会、全国鍼灸師会と協働で選手や競技団体をサポートしていくこととなりました。（写真は

月 日の打ち合わせ会の様子です。）また、今後は国体への支援活動の開始を契機に，

地域におけるスポーツ活動への支援も、地域医療福祉推進部と連携を図りながら少しずつ

整備していく予定です。

９日

第 回茨城県理学療法士学会
場所：茨城大学水戸キャンパス

テーマ：『生活習慣病の運動療法』

学会長：高倉秀暢先生

（水戸メディカルカレッジ）

参加者：３０７名

（会員 名、非会員５名）
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《学会後記》

高倉秀暢（水戸メディカルカレッジ）

月 日（日）茨城大学水戸キャンパスにおいて、第 回茨城県理学療法士学会が開

催されました。昨年 月に東日本大震災が発生し、水戸（県央地区）は建物や道路などに

多大な損害を被りましたが、約 年 ケ月経った今、市民およびボランティア活動の人達

また各関係機関等のご協力で元の状態になりつつあります。

震災後も竜巻や雷、局地的な大雨があり、今回の会場である茨城大学水戸キャンパスも

被害を受けており、講堂の使用が危惧されていましたが、大学側のご協力や学会運営委員

の努力によってこのような立派な学会を開催できたことを心から感謝申し上げます。

本学会は口述の演題発表、基調講演「生活習慣病の運動療法」、平成 年度「理学療法

の日」の作文コンクール表彰式、第 回市民公開講座、特別講演「理学療法士による政治

参加の現状と今後」、協賛企業のピーアールや展示など多彩な内容となり、約 名の方々

が参加し滞りなく終了することができましたことをここにご報告いたします。

近年、高齢化が進み茨城県は高齢化率が約 ％の超高齢社会となっており、約 年

後には 人に 人は高齢者となることが予測されています。急激な高齢化に伴い生活習慣

病も年々増え、高齢者の 割以上は生活習慣病に罹患していると言われています。そして

その中でも糖尿病は増加の加速が予測され、また心血管疾患のリスクを高め、神経障害、

網膜症、腎症、足病変といった合併症を併発し、社会経済的活力や社会保障資源に多大な

影響を及ぼすため重要視されています。

私達理学療法士は、生活習慣病に対して積極的に関わる責務があります。運動療法の効

果を科学的に立証し、有病者に運動の目的やメリットを十分理解していただき、運動を継

続してもらう必要があります。そのためには、心理的サポートを含め様々な工夫をしなく

てはなりません。そのような理由から今回の学会のテーマを「生活習慣病の運動療法」と

しました。

基調講演では、臨床で生活習慣病に関わり、実際に運動処方されている国際医療福祉大

学三田病院リハビリテーション科部長草野修輔医師をお招きし、運動療法の方法やリスク

管理についての具体的な説明および関連した病態としてのロコモティブシンドローム、サ

ルコペニアについてもお話していただきました。

生活習慣病に対する運動療法が臨床の場において、もっともっと実践され、そして有病

者自身による自己管理能力が高まり、健康で暮らせる「健康寿命」が延びることを切に望

みます。

次に作文コンクールですが、テーマは「理学療法に想うこと」でした。趣旨は作文コン

クールを通して、「理学療法」についての理解と関心を深め、これからの「理学療法」に対

する社会的認識を高めるための啓発が目的です。多くの応募があり、入賞者には賞状と副

賞が贈呈されました。

市民公開講座では、「骨粗鬆症について」の講演が行われました。転倒予防や廃用症候群
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のお話がとても分かりやすく説明され、ご理解いただけたのではないでしょうか。また実

際に片脚立位時間などの実技が行われ 名程の一般市民の方々がとても楽しそうに参加

されていたのが印象的でした。

特別講演では、保健・医療・福祉の現状と課題が示され、理学療法士の展望についての

話を拝聴いたしました。超高齢社会を迎え、地域リハビリテーションが拡充されていく中、

私達理学療法士はどうあるべきか？ 現状に満足することなく外（社会）に向けて発信し

なくてはいけない。課題に対して常に追求する「志」が必要だということなど、改めて考

えさせられました。

演題発表では、今回はポスター発表をなくし口述発表だけにして演題数を限定したため、

最終的には 題となりました。また例年より質疑応答時間を長く設定し、フロアーから

の活発な質問や意見ができるようにしました。そのため、多少様々な意見が出て討論とい

う形になった演題もありましたが、まだまだ発言が少ないように思われます。特に若い理

学療法士は場慣れが必要かも知れません。今回だけでなくこれからも質疑応答時間をなる

べく長くし、皆で参加し活発な意見交換が行われる演題発表となることを願います。

協賛企業の機器展示・スタンプラリーは、参加業者は 社（ 名）で、スタンプラリー

参加者は 名（ 社賞 名、 社賞 名）、企業ブースの来客者数は延べ 名とな

り活況を呈していました。景品も「針なしステープラー（ホチキス）」や「こすると消える

蛍光ペン」・「卓上カレンダー」など多彩な品揃いで参加者はとても喜んでいたようです。

私も色々歩き回っているうちにあっという間に時間が経過し、閉会の時間となりました。

学会の後、水戸市役所近くの韓国家庭料理タンポポで忘年会が行われ、協会理事や学会

スタッフそして若手の理学療法士総勢約 名が集まり、皆が和気藹々と楽しい時間を過ご

しました。また、ビンゴゲームやクイズなど盛り沢山の催し物があり、私も久しぶりに若

い人達と一緒にゲームなどをして楽しく過ごすことが出来ました。

最後になりますが、当日は風が強く寒い 日で朝早くからの設営や準備、また外で駐車

場案内などされていたスタッフの方々、どうもありがとうございました。

これからも皆で協力し合い、茨城県理学療法士会が更に発展するためにお互い頑張って

いきたいと思います。
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《第 回茨城県理学療法士会印象記》

黒澤由佳（㈱日立製作所ひたちなか総合病院）

今回、「生活習慣病の理学療法」というテーマのもと、基調講演に草野先生、特別講演に

衆議院議員の山口先生をお招きして、第 回茨城県理学療法士学会が開催されました。基

調講演では、生活習慣病（糖尿病、高血圧、脂質異常症など）の総論から、運動療法の基

本・効果の機序まで講演していただき、改めて生活習慣病について考えることができる、

貴重な機会となりました。また、今回の学会では、一般演題が全て口述発表となっており、

一般演題を発表させて頂いた私にとって、とても有意義な場となりました。普段意見交換

をできない方からの質問・アドバイスはとても勉強になり、改めて考える機会となりまし

た。他の一般演題でも、質疑応答が盛んに行われており、このような場で、様々な方のご

意見を頂くことは、今後理学療法士として働く上で、貴重な財産になると思います。

本学会を通して、たくさんの事を学ぶことができ、良い刺激にもなりました。また、お

忙しい中、そして非常に寒い中、働いていただいた、本学会の運営スタッフの皆様には感

謝申し上げたいと思います。ありがとうございました。

小林弘明（石岡市医師会病院）

今回、第１６回茨城県理学療法士学会に参加させて頂き、症例発表を行わせて頂きまし

た。症例発表会への参加は今回が３回目でありましたが、毎年この日が近くなると緊張感

で一杯になります。また、口述での発表は初めてで不安もありました。発表にあたり、い

かに分かり易く相手に自分の伝えたい事を述べるか、また、パワーポイントの色合いやア

ニメーションなど工夫しました。しかし、発表をすると毎年反省点ばかりで相手にわかり

易く伝える難しさを改めて痛感しました。

また、今年度は質疑応答時間が５分となった事で数多くの御意見を頂くことが出来まし

た。自分自身では気が付く事が無かった視点から御意見を頂き、今後の臨床に活かしてい

ければと思います。また、私の病院は慢性期の患者様が多いですが、急性期や回復期、老

健施設など様々な視点から御意見を伺う事で考え方や捉え方の違いを学ぶことができ、視
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述発表させていただきました。取り組む過程で、自分自身の評価の甘さや、このようなア

プローチの方法もあるのかと、気づくことができました。一人の患者様を深く知り、調べ、

考察することで、多くのことを学ぶことができました。

また今回の発表を通して他の発表者の方々や、座長の方との意見交換やアドバイスをい

ただけたこと、今後の課題として、いかに低栄養状態の患者様に、運動量・負荷量の調整

をしていくのかという課題もみつけることができた事が、一番の収穫であったと思います。

今後もこの学会で経験できたことを活かして、患者様にとって最善の理学療法を提供で

きるように努力していきたいと思います。

《渉外部企画》

渉外部長 直井洋明（土浦市役所）

１） 企業ＰＲ

参加企業：株式会社 幸和義肢研究所、株式会社 ロングライフ、

株式会社 日本メディックス、フランスベット株式会社

２） 機器展示・書籍販売企業 スタンプラリー

参加企業：賛助会員：株式会社 幸和義肢研究所、株式会社 ロングライフ

リハビリ機器企業：ミナト医科学株式会社、株式会社日本メディックス、

伊藤超短波株式会社、フランスベッド株式会社、酒井医療株式会社、

日本光電東関東株式会社

書籍企業：株式会社 志学書店

内容：機器展示・書籍販売企業【計 社】を回るスタンプラリーを行いました。当日参加

者数は 名（ 社賞 名、 社賞 名）で、企業来客者数は延べ 名にのぼり、参

加者に好評でした。スタンプラリーの賞品は、参加企業様から提供していただきましたが、

特に角度計やオムニバンド（訓練用ゴムバンド）などの賞品が好評でした。

また、参加企業の方々からも「多くの理学療法士とお話しできてよかった。機器展示企

業としては、やりがいのある学会でした。」等の感想が聞かれ、好評でした。当初の目的で

ある会員と賛助会員等との交流・意見交換がある程度達成できたのではないかと思います。

スタンプラリーに参加していただきました会員の皆様、ありがとうございました。来年

度は、今年の反省を踏まえ、さらにパワーアップした企画を用意したいと思います。
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「理学療法の日」作文コンクール表彰式
公益事業推進部部長 村田康成（石岡循環器科脳神経外科病院）

去る１２月９日、第１６回茨城県理学療法士学会の併催事業として、平成２４年度「理

学療法の日」作文コンクール表彰式を茨城大学水戸キャンパス講堂にて実施致しました。

受賞者１２名のうち１０名が出席され、滞りなく終了しております。当日ご参加、ご協力

いただいた士会員の皆様においては、大変感謝しております。本当にありがとうございま

した。

中・高校生の部、最優秀賞の大山萌様の受賞コメントを以下に示します。

作品名：「埃をかぶった車椅子」

受賞と聞いてびっくりしましたが、とてもうれしいです。家族もじいちゃんも笑って「お

めでとう」と言ってくれました。病院に行くことなんてなかったじいちゃんが、一瞬の事

故で怪我をしてしまい、本人はもちろん、家族も最初は戸惑ってしまいました。何より、

今まで簡単にできたことができなくなってしまったじいちゃんの落胆は大きく、そんな時

に理学療法士の先生と出会いました。先生には、身体だけでなく、心のリハビリもしっか

りとサポートしていただき、とても感謝しています。

私もいずれは社会に出ます。ただ漠然と人の役に立ちたいと考えていた私に、明確に将

来の目標ができました。病気や怪我から立ち直り、希望を見いだせるように導く理学療法

士を目指し、がんばりたいと思います。この度は、ありがとうございました。

第 回市民公開講座
「骨粗鬆症について～骨を丈夫にして、楽しい運動、健康維持を目指して～」

地域医療福祉推進部次長 石塚晴美（茨城西南医療センター病院）

月９日に第１６回茨城県理学療法士学会と同会場の茨城大学講堂において、平成２４

年度第１回市民公開講座が行われました。講師は土浦協同病院の橋本貴幸先生で「骨粗鬆

症について～骨を丈夫にして、楽しい運動、健康維持を目指して～」をテーマに理学療法

の紹介、骨粗鬆症の病態、発症頻度や原因、骨粗鬆症と転倒・骨折の関係、年代別に見た

特徴や食生活、転倒予防について講演して下さいました。公演中は転倒予防に重要な柔軟
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性、筋力、バランスに関する実技を交えた講座で、受講者の皆さんも一緒にストレッチや

片脚バランスを体験しながら真剣である一方、笑顔が見えるなど楽しく受講されていまし

た。講座が終わった後も、何人もの方が橋本先生の下へ質問に訪れ、地域の方の健康に対

する意識の高さが伺えました。

私自身も介護予防キャラバンを通して一般の方へ運動や体操などをお伝えすることはあ

りますが、橋本先生のお話は非常にわかりやすく、無理なくすぐに実践できる内容が盛り

沢山で、今回お聞きした事柄を是非参考にさせて頂きたいと思いました。また、多くの方

に聞いて頂きたい内容でしたので、今後も市民公開講座を行う際は、是非会員の皆さんか

ら地域の方に参加を勧めて頂ければと思います。

介護予防キャラバン 水戸
地域医療福祉推進部 安藤綾佳（介護老人保健施設ライブリーライフ那珂）

月９日に茨城大学水戸キャンパスにて、介護予防キャラバンが行なわれました。今回

は、平成２４年度『理学療法の日』作文コンクール表彰式、第１回市民公開講座も同時に

開催されました。また、茨城県臨床検査技師会協力のもと骨密度測定も実施されました。

年齢層としましては、１０代～８０代のたくさんの方に体力測定やリハビリ相談を実施

し、ご自分の体と向き合っていただける機会を作るきっかけになったと思います。また、

年配の方は骨密度測定ができるということで、測定結果から運動の必要性や、食習慣の改

善を見直すきっかけになったのではないかと思いました。今後もこのような機会を増やし、

市民啓発に繋げていきたいと思います。
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学会懇親会・忘年会
厚生部次長 青木葉尚子（笠間市医師会訪問看護ステーションふきのとう）

平成 年１ 月９日（日）、韓国料理タンポポ（水戸）にて学会懇親会兼忘年会を開催

いたしました。今年は特別ゲストとして山口和之先生をお迎えし、約 名の参加者で盛大

に行われました。

恒例のゲームでは「理事の中で一番は誰？」と題し、斉藤会長はじめ、佐藤連盟会長な

ど、理事の方々を中心にステージで対戦していただき、他の会員が勝者を当てる、という

全員参加型のゲームを企画しました。旗揚げゲームや後だしジャンケン、クイズなど、予

想以上に勝負にこだわった熱い戦いが繰り広げられました。普段は見られない意外な？一

面も見られ、理事の方々を身近に感じるひとときとなりました。

景品と言えば…佐藤連盟会長！ 昨年に続き今年も当てています！！常連ですね。

理学療法士の国会議員として職域拡大や福島の復興にご尽力されてきました前衆議院議

員山口先生からは、理学療法士のこれからに期待の持てる、熱いメッセージを頂きました。

厚生部では、来年の新人歓迎会・忘年会も、楽しいイベントを企画していきます。理事の

先生や他施設の会員との交流の場としても

活用していただけたら嬉しいです。

セラピスト同士が顔と顔の見える関係で

連携をとりながら仕事をすることは、リハビ

リテーションを受ける方々にとっても有益

になると思います。ぜひご参加をお待ちして

います。みんなで茨城を盛り上げていきまし

ょう♪
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１２日～１４日

理学療法士講習会応用編
テーマ：成人片麻痺の運動療法

会場：茨城県立医療大学付属病院

講師：宮本省三先生 宮田昌夫先生 田村陽子先生

参加者：２９名

生涯学習部長 千葉浩市（つくばセントラル病院）

本講習会は成人片麻痺患者に対する理学療法評価および治療について つの治療手技

（ 、生体心理学的概念に基づいた運動療法、認知運動療法）を取り上げ、その理論的

背景に関する講義・実技を著名な３名の理学療法士を招いて行いました。また、実際に患

者デモを行い臨床での治療展開のイメージを習得しました。

２４日

第 回茨城県看護協会

「まちの保健室」との共同事業
場所：鹿島ショッピングセンターチェリオ内 「ジーコ広場」

内容：まちの保健室・リハビリ相談ブース

相談数： 件

スタッフ：村田康成氏、三谷健氏、杉水流健氏

地域医療福祉推進部長 所圭吾（茨城県理学療法士会）

今年度 回目になる茨城県看護協会「まちの保健室」との事業を、鹿行地区でリハビリ

相談ブースを設置いたしました。今回の事業では、鹿行地区会員のお力をお借りして実現

いたしました。鹿行地区の保健室には、次年度も定期的に関わることを検討しております。

《まちの保健室に参加して》

杉水流健（鹿島病院）

先日の鹿行地区で行われました「まちの保健室」に参加して、リハビリテーションを身

近に感じていただくには、このような活動がとても大切だと感じました。リハビリテーシ

ョンという言葉をご存じの方でも、具体的な内容までは十分に浸透していない印象があり

ました。後遺症に対する相談や介護者に対する指導も大切な役割と考えます。加えて、一

般の方を対象にすること、看護師が血圧測定や体脂肪を測定されていることを踏まえると、

血圧や体脂肪が高めの方に対するリスクの予防的指導を実施できるとさらに良いのではな

いかと感じました。生活習慣病を抱えていても、運動に対する意識は決して高くないと感
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いかと感じました。生活習慣病を抱えていても、運動に対する意識は決して高くないと感

じます。そのような方々にも運動の必要性を伝え、合併症予防も大切であると思います。
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２８日

茨城県地域支え合い体制づくり事業説明会
社会・職能局長 沼尻一哉（茨城西南医療センター病院）

この度、「平成 年度茨城県地域支え合い体制づくり事業」として本会が補助金の通知

を受けた「共同利用型訪問リハビリテーションステーションおよび訪問リハビリテーショ

ンサポートセンター新規整備事業」の説明会を 月 日、 月 日、 月 日の 日間

に分けて開催いたしました。開催にあたり斉藤会長より以下の趣旨説明がありました。

今後在宅での療養者が増加することが予測されており、自立した生活を支援する訪問リ

ハビリテーションサービスの必要性が望まれています。他の居宅サービスと比べて事業所

は圧倒的に少なく、地域格差も大であります。また様々な在宅でのリハニーズに対する相

談機能も現状では十分とは言えません。そこで訪問・通所をベースに地域の自立支援を促

す拠点として機能を果たす役割として、北茨城市において「地域自立支援センター」のモ

デル事業展開を検討しています。まずは、北茨城市に住民が共同利用できるリハサービス

の拠点整備を行い①相談・生活支援拠点の整備をする。②家屋に出向く訪問リハに加え、

施設での健康支援・介護・障がい予防を行う。ことなどを主な活動として考えています。

また、県内の訪問リハに関するニーズをワンストップで吸収する「訪問リハビリテーショ

ンサポートセンター」をリハ資源が充実しているつくば市に１箇所整備し、県内の訪問リ

ハのニーズに対応する拠点としたいと考えています。この拠点の運営はつくば市内の２・

３事業所が共同で行う予定です。具体的な活動内容は、訪問リハに関する相談、事業所の

紹介・取り次ぎ、サービスの受け方・疑問・苦情などに対する電話相談、などであります。

さらに本会の地区ブロック機能に対応するブランチを１０か所程度確保し、拠点とネット

ワーク体制を構築します。この拠点ならびネットワークの整備により訪問リハに関する相

談窓口が明確化し、資源不足や地域格差により表面化されてにくく、分散され、漏れてい

た訪問リハニーズを逃がさないばかりか、各訪問リハ事業所等の調整も担えるため、効率

的な訪問リハサービス、つまり多くの県民に訪問によるリハサービスの提供が期待できま

す。その結果として、県全域において介護予防ならびリハ機能におけるまちづくり・地域

力が向上することが見込まれます。

このような構想をもとに、今後、地域支え合い体制づくりを段階的に整備・推進してい

きたいと考えております。
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３１日

第２回茨城県臨床実習連絡協議会
場所：アール医療福祉専門学校

参加者：学校教員５名、施設理学療法士６名 計１１名

卒前教育部長 浅野信一（つくばセントラル病院）

今回は県内教育機関臨床実習に関する情報共有化として、県内 校の臨床実習概要より

①総合臨床実習の目的②実習中課題③実習終了後課題④評価表の内容についての比較検討

を実施しました。

活動を通して、臨床実習標準化による教育機会および評価、指導の公平化、指導者教育

の効率化、実習事務業務の平易化を図ることを目的としています。

１７日

茨城県臨床実習指導者研修会
会場：茨城県立医療大学

参加者：３９名

卒前教育部長 浅野信一（つくばセントラル病院）

講義Ⅰ：「臨床実習指導者総論・教育スキル」 講師：斉藤秀行氏

講義Ⅱ：「臨床実習を通して学んだこと」 講師：縄井清志氏

ワークショップ：「臨床実習指導上の留意点」

臨床実習指導者の教育・指導力向上を目的として今年度から開始しました。

受講者は講義（講演）を熱心に聴講し、その後のグループワークでも活発な意見交換を

していました。

継続的に実施することで優れた指導者を輩出し、県内における臨床実習の質向上につな

げていきます。

２０日

第２回賛助会員等との意見交換会
場所：社団法人茨城県理学療法士会事務所

参加者：２３名（賛助会員４社４名、リハビリ機器業者４社６名、茨城県理学療法士会

８名、茨城県理学療法士連盟１名、水戸近隣施設代表者等４名）

渉外部長 直井洋明（土浦市役所）

斉藤秀之氏
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内容：賛助会員などから士会への意見・要望のヒアリング。第 回茨城県理学療法士学会

の渉外部関係の報告。懇談などを行いました。

１６日

介護予防フェスティバル 北茨城２０１３

第２回市民公開講座
場所：北茨城市市民ふれあいセンター

内容：講演会、介護予防イベント

参加者： 名

公益事業推進部 次長 井上克也（鹿島病院）

今回の北茨城での介護予防フェスティバルは、震災復興の為に我々理学療法士として何

かできることはないかという想いから、約 年間の企画、準備を経てようやく実現できた

事業です。

午前の講演会では、茨城県立健康プラザの大田仁史先生より「介護予防とシルバーリハ

ビリ体操」というテーマでご講演いただきました。高齢者の方々が自立した生活を送るた

めの家族や高齢者自身による「自助」、地域社会で支え合う「共助」の必要性など高齢化に

伴う介護予防の重要性をお話しいただきました。シルバーリハビリ体操の実演を交えなが

らのユーモアあふれる、笑いの絶えない講演で、参加した一般市民の皆様が熱心に耳を傾

けていたのが印象的でした。

本会所属所圭吾氏の「からだの豆知識と調整のヒント」というテーマの講演では、生活

不活発病についてとそれにリンクした体のコンディション作り、調整方法など実技を交え

ながらお話しいただきました。こちらは理学療法士としての知識、技術、専門性をしっか

りとアピールできたすばらしい時間だったと感じました。

午後の介護予防イベントでは、本会と共催団体である茨城県看護協会と北茨城市シルバ

ーリハビリ体操指導士会との協働事業として実施しました。本会の介護予防キャラバンで

は、体力測定やリハビリ相談を実施し、 士会合計で２２８名という多くの参加者を招き、

これまでにない盛況ぶりとなりました。受付、測定、データ入力、結果説明それぞれの担

当２１名がフル稼働で対応し、何とか大きなトラブルもなく終了することができました。

まさにこれまでの活動、経験がなければ乗り越えられない状況だったかと思います。

今回の事業に参加させて頂き、少しでも北茨城の方々の為になれればと思っていました

が、北茨城の方々がとても元気で頑張られており、逆に元気づけられてしまうほどでした。

今回の事業により北茨城の方々と接すること、地区会員との連動など今後に繋がる有意義

な時間だったと思いました。
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「介護予防フェスティバルの記事が 月 日付の茨城新聞（県北鹿行）に掲載されまし

た！」

１６日、１７日

茨城県訪問リハビリテーション実務者研修会
会場：茨城県職業人材育成センター

参加者：６９名

生涯学習部長 千葉浩市（つくばセントラル病院）

今回で 回目となる研修会では、社会福祉士や介護支援専門員と、リハ専門職以外から

初の参加がありました。また、講師をして頂いた医師や看護師も聴講に参加をして下さい

ました。相談支援専門員からの「障害者・障害児の他職種連携」というテーマでのグルー

プワーク討論では、普段悩んでいる参加者も多く、とても有意義でした。
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今回で 回目となる研修会では、社会福祉士や介護支援専門員と、リハ専門職以外から

初の参加がありました。また、講師をして頂いた医師や看護師も聴講に参加をして下さい

ました。相談支援専門員からの「障害者・障害児の他職種連携」というテーマでのグルー

プワーク討論では、普段悩んでいる参加者も多く、とても有意義でした。

２４日

第 回定期総会
鹿野幸恵（茨城西南医療センター病院）

年 月 日につくば国際大学で

第 回社団法人茨城県理学療法士会定期

総会が開催されました。社団法人茨城県理学

療法士会正会員数 名、定足数

に対し、総会出席者数 名、委任状

名の計 名で審議を行いました。

総会では、①平成 年度事業計画、②平

成 年度収支予算、③平成 年度役員改

選の 項目について審議が行われ、承認さ

れました。

今回も多くの方の出席があり、次年度に向けての計画や、公益社団法人になるにあたっ

て新たな講習会の開催など新しい事業の話等について、説明・意見交換がされました。

第 、１４回研修会
佐野綾香（いちはら病院）

第１３回テーマ：『労働基準法‐労働契約、労働時間などについて』

講師：李怜香先生（李社会保険労務士事務所）

受講者数： 名

社会保険労務士である李先生より、知って

おきたい労働の基礎として講演をして頂き

ました。労働基準法における基準は最低限の

基準であり、労働条件の実効性を確保するた

めに各事業所では独自の制度を設けられて

いるが、労働基準法についての知識は少なく

会社などに属する労働者である私たちは、労

働契約や労働時間など知る必要があると李

先生は仰っていました。

李先生から「就業規則を見たことがある、もしくは就業規則という言葉を聞いたことが

ありますか」との質問があった際、講演を聞かれている参加者の半数が無いと返答。就業

規則は労働者と使用者間のルールブックのようなものであり、職場秩序の維持・作業環境

の向上のため、また退職・賃金・退職金などのトラブルを防止するために双方が良く理解
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する必要があると李先生は仰っていました。

労働者である私たちが安全に安心して働くためには、就業規則の必要性を理解・活用し

て行く必要があるということを学ぶことができた研修となりました。

関観樹鑑（鹿島病院）

第１４回テーマ：『これからの臨床実習教育 本学が目指す臨床実習教育 』

講師：大橋ゆかり先生（茨城県立医療大学）

受講者数： 名

私は 月から 年目になる理学療法士です。来年度からケースバイザーをつとめさせて

頂く事になっており、本テーマは非常に興味深いものでした。

本講義では や といったシミュレーション実習の事やレポートは「指導者で

はなく学校が確認する。」といった私には馴染みの少ない実習形態を知る事が出来ました。

私自身のイメージでは実習中、学生を交えた介入ではその場で指導者が学生に言葉で指導

し、間違いがあれば正すものでした。しかし大橋先生のおっしゃる通り、その状況では患

者様がかやの外になってしまいます。そのような事がない様に指導者は、言葉ではなく動

作で学生に伝え、言葉で伝える際は患者様に状況を伝える事で、学生にも伝わるような方

法をとる。という事でした。

このように患者様を一番に考えている実習のあり方は、大変共感を覚え、勉強になりまし

た。

今回学んだ「学生 指導者で常に正しい医療行為を行う」「何よりも患者様に不利益を与

えない」この言葉を忘れずに、患者様に迷惑をかけず、学生にとって充実した実習は何か

を考え今後の学生指導に臨んでいきたいと思います。
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法をとる。という事でした。

このように患者様を一番に考えている実習のあり方は、大変共感を覚え、勉強になりまし

た。

今回学んだ「学生 指導者で常に正しい医療行為を行う」「何よりも患者様に不利益を与

えない」この言葉を忘れずに、患者様に迷惑をかけず、学生にとって充実した実習は何か
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その他の事業
理事会・監査

４月１９日 第 回理事会

平成 年度期末監査 つくば国際会議場

６月１４日 第１ 回理事会 茨城県立医療大学

８月１５日 第 回理事会 茨城県保健衛生会館

１０月１８日 第 回理事会

平成 年度中間監査 茨城県保健衛生会館

１２月２１日 第 会理事会 茨城県保健衛生会館

２月１５日 第 回理事会 茨城県保健衛生会館

医療および医療保険に関する事業

１．小児療育に関する事業

・水戸特別支援学校への外部専門家（理学療法士）派遣事業

期日：平成２４年６月２７日、７月１１日、８月７日、９月１２日、１０月１０日、

１１月１４日、１２月１２日

平成２５年１月９日、２月１３日、３月１３日（計１０回）

場所：水戸特別支援学校

派遣：髙橋千晶氏

・「茨城における小児の発達を支える地域リハビリテーションを考える会」

への協力事業（世話人派遣含む）

・平成２４年度第１回世話人会

期日：平成２４年９月２６日

場所：ほうしゅん（筑波記念病院内）

推薦世話人：石川公久 氏

２．「茨城県回復期リハビリテーション病棟の会」への協力事業（世話人派遣含む）

・平成２４年度第１回世話人会

期日：平成２４年５月１０日

場所：茨城県立医療大学付属病院

推薦世話人：森田英隆氏

・平成２４年度総会・研修会

期日：平成２４年６月３０日

場所：茨城県立医療大学

推薦世話人：森田英隆氏

・第２回世話人会
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期日：平成２４年１１月１１日

場所：㈱日立製作所ひたちなか総合病院

推薦世話人：森田英隆氏

福祉に関する事項

１．市町村社会福祉協議会への協力事業

２．高次脳機能障害者支援システムへの協力事業

・「高次脳機能障害者の支援と連携の会」への協力（世話人派遣含む）

・平成２４年度総会

期日：平成２４年６月１０日

場所：茨城県立健康プラザ

推薦世話人：井上克也氏

・平成２４年度第１回世話人会

期日：平成２４年６月１０日

場所：茨城県立健康プラザ

推薦世話人：井上克也氏

・第２回世話人会

期日：平成２４年１２月８日

場所：茨城県立医療大学

推薦世話人：井上克也氏

３．地域包括支援センターとの連携の検討

介護および介護保険に関する事項

１．茨城県介護予防フォーラムへの協力

２．茨城県立健康プラザ「介護予防体操相談支援者制度」への協力事業

期間：平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日

内容：「介護予防体操相談支援業務」としてシルバーリハビリ体操３級指導士養成

講習の受講及び研修（８回）、シルバーリハビリ体操３級指導士養成講習での神経講義、研

修、講座補助、介護予防体操研修補助

活動期日：（研修）平成２４年４月２７日・６月２８日・７月５日・７月１２日・９月１０

日・９月１３日・９月２４日・１０月１日・１０月５日（会場：茨城県立健康プラザ・神

栖市保健福祉会館）

（介護予防体操研修）平成２５年２月２０日・２月２２日・３月１日・３月７日・３月２

２日（会場：茨城県立健康プラザ）

（シルバーリハビリ体操指導士３級養成事業 地域開催講師）

平成２４年 ６月 ４日：結城市市民文化センター
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期間：平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日

内容：「介護予防体操相談支援業務」としてシルバーリハビリ体操３級指導士養成

講習の受講及び研修（８回）、シルバーリハビリ体操３級指導士養成講習での神経講義、研

修、講座補助、介護予防体操研修補助

活動期日：（研修）平成２４年４月２７日・６月２８日・７月５日・７月１２日・９月１０

日・９月１３日・９月２４日・１０月１日・１０月５日（会場：茨城県立健康プラザ・神

栖市保健福祉会館）

（介護予防体操研修）平成２５年２月２０日・２月２２日・３月１日・３月７日・３月２

２日（会場：茨城県立健康プラザ）

（シルバーリハビリ体操指導士３級養成事業 地域開催講師）

平成２４年 ６月 ４日：結城市市民文化センター

６月 ５日：小美玉市玉里保健福祉センター

６月 ７日：結城市市民文化センター

７月 ９日：守谷市国際交流センター

７月１３日：河内町保健センター

７月２７日：特別養護老人ホーム サンホーム真壁

９月２７日：那珂市総合福祉センターひだまり

１０月 １日：那珂市総合福祉センターひだまり

１０月２９日：取手市福祉交流センター

１１月 ２日：つくばみらい市谷井田コミュニティセンター

１１月３０日：大子町保健センター

１１月３０日：利根町布川地区コミュニティセンター

平成２５年 ２月１５日：石岡市ひまわりの館

（介護予防体操相談支援者会議）平成２４年８月２４日（会場：茨城県立健康プラザ）

派遣：所圭吾氏・藤田義隆氏・渡邊勧氏

３．地域支援事業への協力・整備

・河内町１次予防教室「はっぴーらいふ教室」の開催

期日：（打合わせ会議）平成２４年６月４日、６月８日

（教室）平成２４年６月１１日～１０月１日までの月曜（全１３回）

（同窓会）平成２５年３月１３日

場所：河内町保健センター

内容：各種測定・健康講話・集団指導・個別指導等

派遣：所圭吾氏

・河内町２次予防教室「元気アップ・はつらつ教室」の開催

期日：（打合わせ会議）平成２４年１０月２４日

（教室）平成２４年１１月５日～平成２５年３月６日までの月曜・水曜（全２６回）

（同窓会）平成２４年１０月３日・１０月１０日

場所：河内町保健センター・つつみ会館

内容：各種測定・健康講話・集団指導・個別指導等

派遣：所圭吾氏

４．訪問リハビリテーションに関する事業の検討

「茨城の訪問リハビリテーションを考える会」への協力事業（世話人派遣含む）

・平成２４年度総会・研修会

期日：平成２４年７月２５日

会場：イーアスつくば イーアスホール

推薦世話人：押野泰史氏

・平成２４年度第１回世話人会
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期日：平成２４年９月１９日

場所：ほうしゅん（筑波記念病院内）

推薦世話人：押野泰史氏

・特定非営利法人茨城県訪問リハビリテーション協議会設立総会

期日：平成２４年１０月６日

場所：ほうしゅん（筑波記念病院内）

派遣：押野泰史氏

・訪問理学療法に関する研修・啓発事業

・第３回訪問リハ・地域リーダー会議への会員推薦

期日：平成２４年９月６日・７日

場所：タイム２４ビル（東京都江東区）

推薦：押野泰史氏、三浦祐司氏

５．賛助会員主催研修会等への協力

・㈱デベロ主催訪問入浴関連研修会への協力および発刊物の監修

地域医療福祉推進等に関する具体的方策と組織化

１．圏域単位の理学療法士ネットワークに関する説明会実施

・鹿行地区

期日：平成２４年６月２９日

場所：小山記念病院

参加者：２８名

・水戸地区

期日：平成２４年９月１日

場所：水戸済生会病院

参加者：５２名

２．圏域単位の理学療法士ネットワークおよび連携体制の整備

その他の関連事項

ａ）スポーツ支援に関する意見交換会の開催

期日：平成２４年７月１２日・１１月８日・１１月２６日・平成２５年２月４日

場所：つくば市内

ｂ）講師派遣

・茨城県ケアマネジャー協会

研修名：平成２４年度 実務者更新研修 テーマ「訪問リハビリテーション」

期日：平成２４年５月２６日・６月２日

場所：茨城県総合福祉会館（水戸市）



Annual Report 2012 Annual Report 2012

50 51

期日：平成２４年９月１９日
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派遣：押野泰史氏
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・第３回訪問リハ・地域リーダー会議への会員推薦

期日：平成２４年９月６日・７日

場所：タイム２４ビル（東京都江東区）

推薦：押野泰史氏、三浦祐司氏

５．賛助会員主催研修会等への協力

・㈱デベロ主催訪問入浴関連研修会への協力および発刊物の監修

地域医療福祉推進等に関する具体的方策と組織化

１．圏域単位の理学療法士ネットワークに関する説明会実施

・鹿行地区

期日：平成２４年６月２９日

場所：小山記念病院

参加者：２８名

・水戸地区

期日：平成２４年９月１日

場所：水戸済生会病院

参加者：５２名

２．圏域単位の理学療法士ネットワークおよび連携体制の整備

その他の関連事項

ａ）スポーツ支援に関する意見交換会の開催

期日：平成２４年７月１２日・１１月８日・１１月２６日・平成２５年２月４日

場所：つくば市内

ｂ）講師派遣

・茨城県ケアマネジャー協会

研修名：平成２４年度 実務者更新研修 テーマ「訪問リハビリテーション」

期日：平成２４年５月２６日・６月２日

場所：茨城県総合福祉会館（水戸市）

派遣：所圭吾氏

・茨城県福祉サービス振興会

① 研修名：「茨城県福祉用具専門相談員指定講習・茨城県福祉用具供給事業従事者研修」

場所：茨城県総合福祉会館（水戸市）

派遣：平成２４年６月２４日 直井洋明氏

７月 ７日 金子哲氏

② 研修名：介護講座 介護技術・テーマ別研修「トランスファー」

期日：平成２４年８月７日・１２月７日、平成２５年１月１８日

場所：茨城県総合福祉会館

派遣：青木葉尚子氏、所圭吾氏、渡邊勧氏

③ 研修名：介護講座 介護技術・テーマ別研修「リハビリ的介護と職業病対策」

期日：平成２４年１２月１４日

場所：茨城県総合福祉会館

派遣：所圭吾氏
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年度 会員動向

庶務部 髙橋千晶

１、正会員・賛助会員

正会員数 名 （ 年 月 日現在）

新入会 名

転入 名、 転出 名、 県内移動 名 、退会 名、 休会 名

賛助会員 社（ 会員 社、 会員 社、 会員 社）

２、会員データ

①会員の男女比（図１）

②新入会員の出身校（図２）

935名 
62% 

581名 
38% 

男性 女性

図 年度会員の男女比

55% 45% 
県内 県外

図 新入会員出身校割合
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③医療圏別会員数（図 ）

取手・竜ヶ崎：龍ヶ崎市、取手市、牛久市、稲敷市、守谷市、阿見町、河内町、利根町、美浦村

つくば：つくば市、つくばみらい市、常総市

水戸：水戸市、笠間市、小美玉市、茨城町、城里町、大洗町

土浦：土浦市、石岡市、かすみがうら市

常陸大宮・ひたちなか：常陸太田市、常陸大宮市、ひたちなか市、那珂市、大子町、東海村

日立：日立市、高萩市、北茨城市

鹿行：鹿嶋市、鉾田市、神栖市、行方市、潮来市

古河・坂東：古河市、坂東市、五霞町、境町

筑西・下妻：筑西市、下妻市、結城市、桜川市、八千代町

④会員数の変移（図４）
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図 年度 保健医療県別会員動向
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平成 年度役員・局長・部長・委員長・代議員名簿

役職名 理事 氏名 所属

会長 ○ 斉藤 秀之 筑波記念病院

副会長（筆頭） ○ 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院 
副会長 ○ 沼尻 一哉 茨城西南医療センター病院

事務局 局長 ○ 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院 
総務部 部長 ○ 大地 寛 株 日立製作所日立総合病院

庶務部 部長  峯岸 忍 筑波メディカルセンター病院

財務部 部長  中山 陽介 茨城西南医療センター病院

厚生部 部長  有田 真己 介護老人保健施設ゆうゆう

就業支援部 部長  関口 春美 アール医療福祉専門学校

学術・教育局 局長 ○ 倉持 修 会田記念リハビリテーション病院 
学会・研究部 部長  高尾 敏文 つくば国際大学

学術誌部 部長  鈴木 康文 つくば国際大学

生涯学習部 部長  千葉 浩市 つくばセントラル病院

卒前教育部 部長  浅野 信一 つくばセントラル病院

社会・職能局 局長 ○ 沼尻 一哉 茨城西南医療センター病院

公益事業推進部 部長  村田 康成 石岡循環器科脳神経外科病院

地域医療福祉推進部 部長  所 圭吾 茨城県理学療法士会

渉外部 部長 ○ 直井 洋明 土浦市役所

業務推進部 部長  國谷 伸一 介護老人保健施設シルバービレッジ

広報局 局長 ○ 高橋 晃弘 アール医療福祉専門学校

会報編集部 部長  森田 英隆 いちはら病院

情報システム部 部長  中園 徳生 牛尾病院

理学療法啓発部 部長  石塚 保士 自宅

特定事業局 局長 ○ 金子 哲 水戸赤十字病院

定款組織検討委員会 委員長  浅川 育世 茨城県立医療大学

表彰委員会 委員長  前田 信道 とりで総合医療センター

業務改革委員会 委員長 ○ 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院

選挙管理委員会 委員長  橋本 貴幸 総合病院土浦協同病院

監 事  黒澤 保壽 石岡循環器科脳神経外科病院

 橋本 英之 橋本会計事務所

日本理学療法士協会代議員  佐藤 弘行 株 日立製作所日立総合病院

○ 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院

○ 金子 哲 水戸赤十字病院

 ○ 沼尻 一哉 茨城西南医療センター病院

松井 弘子 取手北相馬保健医療センター医師会病院

髙橋  晃弘
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茨城県下の理学療法士勤務先一覧

アール医療福祉専門学校 大洗海岸病院

会田記念リハビリテーション病院 大洗海岸コアクリニック

小豆畑病院 大久保病院

あべ整形外科 大森医院

阿見町役場 岡田整形外科クリニック

有田内科整形リハビリクリニック 小川南病院

安藤整形外科 小野瀬医院

石岡市医師会病院 介護老人福祉施設サンフラワーひたちなか

石岡循環器科脳神経外科病院 介護老人保健施設葵の園神栖

石岡第一病院 介護老人保健施設葵の園・常総

石島整形外科医院 介護老人保健施設あおぞら

石塚地方病院 介護老人保健施設あたごナーシングビラ

いちはら病院 介護老人保健施設アレーテル・つくば

茨城県立あすなろの郷 介護老人保健施設いちご苑

茨城県立医療大学 介護老人保健施設いなしきの郷

茨城県立医療大学大学院 介護老人保健施設えがお

茨城県立医療大学附属病院 介護老人保健施設エバーグリーン

茨城県立健康プラザ 介護老人保健施設おおあらい

茨城県立こども福祉医療センター 介護老人保健施設大串の里

茨城県立中央病院 介護老人保健施設おはよう館

茨城県立リハビリテーションセンター 介護老人保健施設かすみがうら

いばらき診療所ひたち 介護老人保健施設くるみ館

茨城西南医療センター病院 介護老人保健施設けんちの苑水海道

茨城北西総合リハビリテーションセンター 介護老人保健施設ごぎょうの里

岩上記念病院 介護老人保健施設こすもぴあ

うえの整形外科 介護老人保健施設コミュニティケアセンター樅山

上の原病院 介護老人保健施設さくら

植松整形外科耳鼻咽喉科 介護老人保健施設さくらがわ

植村整形外科クリニック 介護老人保健施設桜の郷祐寿苑

牛尾病院 介護老人保健施設さくら日立

牛久愛和総合病院 介護老人保健施設サングリーンやさと

牛久市役所 介護老人保健施設サンフラワー東海

うちはら慶友クリニック 介護老人保健施設シオン
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介護老人保健施設シニア健康センターしおさい 鹿島アントラーズ

介護老人保健施設シルバービレッジ 鹿島神宮前病院

介護老人保健施設寿桂苑 鹿嶋ハートクリニック

介護老人保健施設スーペリア 鹿島病院

介護老人保健施設すばる 鹿島労災病院

介護老人保健施設すみれ 柏田診療所

介護老人保健施設青嵐荘ケア・アシスタンス 勝田病院

介護老人保健施設セントラルゆうあい かねこ整形外科クリニック

介護老人保健施設健田 ㈱リハビリテーションクリエーターズ

介護老人保健施設田尻ケ丘ヘルシーケア 神栖済生会病院

介護老人保健施設つくばケアセンター 神立病院

介護老人保健施設つねずみ 菊池整形外科クリニック

介護老人保健施設豊浦 北茨城市立総合病院

介護老人保健施設なでしこ きぬ医師会病院

介護老人保健施設ノア 協和中央病院

介護老人保健施設はぁもにか 協和ヘルシーセンター

介護老人保健施設はなみずき 久保田病院

介護老人保健施設ひたちの森ハピネス ケアサポート太田

介護老人保健施設フェニックス那珂 恵愛小林クリニック

介護老人保健施設プラタナスの丘 けやきの郷

介護老人保健施設フロンティア鉾田春の場所 県西総合病院

介護老人保健施設平成園 県南病院

介護老人保健施設ホワイトハウス千代田 県北医療センター高萩協同病院

介護老人保健施設マカベシルバートピア 古河市福祉の森診療所

介護老人保健施設まくらがの郷 古河赤十字病院

介護老人保健施設みがわ 古河病院

介護老人保健施設もえぎ野 国立病院機構霞ヶ浦医療センター

介護老人保健施設ゆうゆう 国立病院機構水戸医療センター

介護老人保健施設ライブリーライフ那珂 湖南病院

介護老人保健施設リヒトハウス北浦 小松整形外科医院

介護老人保健施設レイクヒルひぬま 小山記念病院

介護老人保健施設鹿野苑 済生会訪問看護ステーションかみす

笠間市医師会訪問看護ステーションふきのとう サイバーダイン㈱
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桜ヶ丘クリニック つくば市障害者センター桜

さくら整形外科クリニック つくば市障害者センター豊里

さくら水戸クリニック つくばセントラル病院

産業技術総合研究所 つくば双愛病院

山王台病院 筑波大学

山王病院 筑波大学附属病院

とりで総合医療センター 筑波病院

慈泉堂病院 筑波メディカルセンター訪問看護ステーションいしげ

嶋崎病院 筑波メディカルセンター訪問看護ふれあい

志村病院 筑波メディカルセンター病院

下條整形外科 土浦協同病院

重症心身障害児施設水方苑 土浦市役所

城西病院 デイ ショートステイサービス事業所フルール東海

松寿園リハビリケアセンター デイケアさくらさくら

城南病院 デイケアひばり

城北病院 東海村立東海病院

身体障害者療護施設青嵐荘つくし園 東京医科大学茨城医療センター

青嵐荘特別養護老人ホーム 東前病院

聖麗メモリアル病院 特別養護老人ホーム 大野の郷

総合守谷第一病院 特別養護老人ホームもくせい

宗仁会病院 取手北相馬郡保健医療センター医師会病院

総和中央病院 永井ひたちの森病院

高萩それいゆ病院 なめがた地域総合病院

瀧病院 西間木病院

田尻ヶ丘病院 西山堂慶和病院

立川記念病院 西山堂病院

通所リハビリテーションゆんたく 根本医院

塚田整形外科 のかおい整形外科

筑波学園病院 ハートフルふじしろ病院

筑波技術大学 白十字総合病院

筑波記念病院 はすみ敬愛病院

つくば国際大学 秦病院

つくば市障害者センター茎崎 東取手病院
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常陸大宮済生会病院 水戸済生会総合病院

日立製作所多賀総合病院 水戸市保健センター

日立製作所日立総合病院 水戸赤十字病院

日立製作所ひたちなか総合病院 水戸中央病院

ひたちの整形外科 水戸ブレインハートセンター

平間病院 湊整形外科・内科

広瀬医院 美浦中央病院

フルールとうかい 宮本病院

ブレインピア南太田 守谷慶友病院

プロスペクトガーデンひたちなか 八郷整形外科内科病院

訪問看護ステーション愛美園 やすらぎの丘温泉病院

訪問看護ステーショングリーンハウスみと 友愛記念病院

訪問看護ステーションこづる 結城病院

訪問看護にこにこステーション ㈲ともべ看護ケアセンター

訪問看護ステーション虹 ゆめみ野クリニック整形外科

訪問看護ステーションやまびこ らいおんハートリハビリ温泉デイサービス栄光会

北水会記念病院 らいおんハートリハビリ温泉デイサービス川尻

鉾田病院 龍ヶ崎済生会病院

ホスピタル板東 凛区フィジカルケアセンターつくば

水海道さくら病院 わたなべ整形外科

水戸協同病院 渡辺病院

以上 施設 （ 音順）
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平成 年度賛助会員一覧

社名 所在地 電話番号 

種別Ａ 
  

有限会社 明星メディカルサプライ 〒300-0812 茨城県土浦市下高津 3-4-8 029-826-1371 

帝人在宅医療株式会社茨城営業所 〒305-0034 茨城県つくば市小野崎 260－1 

ヒロサワつくばビル２Ｆ 

 

029-855-7410 

種別Ｂ 
  

株式会社 デベロ 〒310-0841 茨城県水戸市酒門町 1744-2 029-247-2211 

株式会社 幸和義肢研究所 〒300-4212 茨城県つくば市大白硲 341-1 029-875-7627 

テクノブレイス 株式会社 〒347-0063 埼玉県加須市久下 1696-1 0480-66-1033 

株式会社 ロングライフ 〒311-4164 茨城県水戸市谷津町細田 1-8 029-257-2345 

有限会社 宮田製作所 〒185-0023 東京都国分寺市西元町 3-15-4 042-321-0684 

種別Ｃ 
  

株式会社 茨城福祉サービス 〒315-0033 茨城県石岡市東光台 4-9-3 0299-28-1829 

有限会社 ヨシフク 〒310-0841 茨城県水戸市酒門町 1437-3 029-248-5307 

株式会社 三陽 〒310-0852 茨城県水戸市笠原町 1510 029-243-1281 

株式会社 東亜義肢  〒331-0062 埼玉県さいたま市西区土屋 515 048-622-6200 

医療法人社団青潤会 青柳病院 〒310-0817 茨城県水戸市柳町 2-10-11 029-231-2341 
   

      

 



 

賛助会員広告



 

整形外科治療装具 

整形靴・特殊靴 

リハビリテーション装具 

義手・義足 

☆取扱品目☆ 

テクノブレイス株 会社 テテテクククノブブブレレレイイイススス株株株株株 会
T E C H N O  B R A C E 

連絡先 連絡先

一人一人に合わせて製作します．どうぞご要望をお聞かせください． 

〒３４７－００６３ 埼玉県加須市久下１６９６－１ 
TEL ０４８０（６６）１０３３ FAX ０４８０（６５）００７０ 
E-mail info@technobrace.com  

 

 
 
 

シルバーマーク認定業者 
福祉用具販売・レンタル・住宅改修 

株式会社 ロングライフ
本社     〒311-4164 茨城県水戸市谷津町細田 1-8 

TEL 029-257-2345／FAX 029-257-2567 
那珂営業所  〒311-0105 茨城県那珂市菅谷 5487-4 

TEL 029-295-7843／FAX 029-295-0739 
土浦営業所  〒300-0872 茨城県土浦市沖新田 40-5 

TEL 029-841-2422／FAX 029-841-4404 
結城営業所  〒307-0015 茨城県結城市鹿窪向原 1305-20 

TEL 0296-34-1033／FAX 0296-34-1034 
 



 

◆ 取 扱 品 目 ◆

義肢・装具・座位保持装置・車いす・補聴器

コンフォートシューズ・福祉用具レンタル

TX 万博記念公園駅より車で 3分 

第 回 福祉機器展 月 日開催！
 

茨 城 県 つ く ば 市 大 白 硲

 



 

◆ 取 扱 品 目 ◆

義肢・装具・座位保持装置・車いす・補聴器

コンフォートシューズ・福祉用具レンタル

TX 万博記念公園駅より車で 3分 

第 回 福祉機器展 月 日開催！
 

茨 城 県 つ く ば 市 大 白 硲

 

 

介護用品・福祉機器 販売・レンタル

有限会社 ヨ シ フ ク
茨城県水戸市酒門町

‐ ‐ ‐ ‐

＊介護保険指定福祉用具貸与事業所

＊住宅リフォームも併せてお気軽にご相談下さい

株 式 会 社 東 亜 義 肢

〒 埼玉県さいたま市西区土屋 （ ） （ ）

HP http://www.toua-po.com/ e-mail info@toua-po.com 
 




